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　３月定例議会に平成26年度各種会計予算案が提案されたことを受け、議長を除く全議員で構成する
『予算審査特別委員会』を設置し、３月４日から13日まで村田町一般会計、特別会計、企業会計あわ
せて８会計の予算審議を行った。
　村上登予算審査特別委員会委員長から、８会計はいずれもこれを可決すべきものと決定した旨の報
告を受け、その後採決を行った。
　一般会計は起立採決の結果（賛成10人、反対２人、欠席１人）、賛成多数で可決されたほか、その
他の特別会計と企業会計は全会一致で可決された。

平成26年度各種会計予算を可決

総額総額98億円98億円
一般会計予算

61億2千9百64万円61億2千9百64万円

平成

26
年度予算

平成

26
年度予算

平成26年度会計別当初予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円・％）

会　計　名 平成26年度 平成25年度 増減額 増減率
一　　般　　会　　計 6,129,649 5,294,120 835,529 15.8

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 1,379,409 1,375,756 3,653 0.3
後 期 高 齢 者 医 療 120,544 112,780 7,764 6.9
介 護 保 険 事 業 1,085,269 1,078,573 6,696 0.6
公 共 下 水 道 事 業 394,242 417,813 △ 23,571 △ 5.6
農 業 集 落 排 水 事 業 30,775 31,457 △ 682 △ 2.2

企
業
会
計

上 水 道 事 業
　 収 益 的 収 入 534,705 509,161 25,544 5.0
　 収 益 的 支 出 503,536 507,072 △ 3,536 △ 0.7
　 資 本 的 収 入 5,046 3,759 1,287 34.2
　 資 本 的 支 出 147,454 196,343 △ 48,889 △ 24.9
工 業 用 水 道 事 業
　 収 益 的 収 入 9,537 8,636 901 10.4
　 収 益 的 支 出 9,537 8,636 901 10.4

資 本 的 支 出 1,656 4,260 △ 2,604 △ 61.1
合　　　　　　　　計 9,802,071 9,026,810 775,261 8.6

予
算
審
議

　
　
の
流
れ

予
算
成
立

本
会
議

本
会
議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
内
容
の
説
明

総
括
質
疑

委
員
会
付
託

特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

質
疑

討
論
（
反
対
・
賛
成
）

採
決

委
員
会
構
成

　（
議
長
を
除
く
全
議
員
）

予
算
内
容
・
詳
細
説
明

質
疑
応
答

委
員
会
取
り
ま
と
め

討
論
（
反
対
・
賛
成
）

委
員
会
採
決⇐⇐ ⇐

前年度比
15.8% 増
の大型予算
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一
般
会
計

予
算
歳
出
内
訳

議会費
99,018

総務費
761,376

民生費
1,120,617

衛生費
646,251

労働費
9,496

農林水産業費
211,532

商工費
88,026

土木費
757,389

消防費
235,767

教育費
490,338

災害復旧費
6,725

公債費
866,585

自然豊かなまちづくり
環境衛生　太陽光発電システム補助（1,000）
塵芥処理　（仮称）仙南クリーンセンター負担金（21,156）

みんなで創るまちづくり
住民参加　定住化促進事業（1,000）
　　　　　地区集会所運営助成金（578）
広報広聴　広報むらた発行経費（2,564）

農　業　経営体育成基盤整備事業負担金（27,000）
労　働　村田町シルバー人材センター補助金（7,000）
商工業　中小企業振興資金融資事業（14,448）
　　　　共通商品券導入助成事業（4,000）

学校教育　学校給食施設建設事業（661,000）
　　　　　特別支援教育支援員設置事業【幼・小・中】（14,929）
社会教育　プラットホーム事業（1,982）
芸術文化　被災ミュージアム再興事業（86,037）

都市計画　都市計画街路沼辺足立幹線（223,000）
道路交通網　簡易パーキング事業【町道迫線】（120,100）
　　　　　地域新交通システム導入事業（10,700）
消　　防　再生可能エネルギー導入事業（201,245）
　　　　　地域防災計画見直し事業（6,210）

医　療　各種検診及び健康増進事業（30,793）
　　　　みやぎ県南中核病院負担金（232,917）
福　祉　子ども医療費助成【0 歳から 15 歳】（21,270）
　　　　すこやか出生祝金【第 2 子以降】（3,500）
　　　　障害者福祉サービス事業（181,817）

まちごと元気な

産業づくり

ひとを育てる

心豊かなまちづくり

安全 ･ 安心で快適に暮らせる

生活基盤づくり

健康で共に支え合う

福祉のまちづくり

町
の
財
布
の
中
身
は
？

自主財源
町税 1,312,777 千円

使用料・手数料等 232,999 千円 

繰入金 664,717 千円

依存財源

地方交付税 1,810,500 千円

交付金等  257,801 千円

国県支出金 1,140,255 千円

町債 710,600 千円

歳入の合計  6,129,649 千円

（単位：千円　※他に予備費1,000千円）

「みんなで育てる自分たちのまち 村田」
（平成 26 年度各種会計会計予算主要事業）【単位：千円】

まちごと元気な

産業づくり

ひとを育てる

心豊かなまちづくり

安全 ･ 安心で快適に暮らせる

生活基盤づくり

健康で共に支え合う

福祉のまちづくり

議会費
98,141

総務費
946,785

民生費
1,125,924

衛生費
660,927

労働費
17,579

農林水産業費
226,788

商工費
80,261

土木費
718,782

消防費
230,300

教育費
1,199,246

災害復旧費
100

公債費
823,816



■　

太
田　

初
美　

議
員

　

本
町
の
新
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
案
は
、
61
億
２
千
９
百
万
円

と
対
前
年
比
で
８
億
３
千
５
百
万

円
増
、
率
で
15
・
８
％
増
と
な
っ

た
。
総
括
的
、
大
局
的
な
観
点
か

ら
総
括
質
疑
す
る
。

　

伝
建
保
存
地
区
設
定
か
ら

外
れ
た
木
造
洋
風
建
築
（
旧

牧
野
医
院
・
旧
善
積
医
院
）
や
木

造
和
風
建
築
物
（
大
沼
家
別
邸
）

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

保
存
地
区
か
ら
外
れ
た
文

化
的
な
和
風
、洋
風
建
築
物
は
、

貴
重
な
財
産
で
あ
り
伝
建
地
区
を

核
に
し
た
周
辺
エ
リ
ア
の
整
備
計

画
を
国
土
交
通
省
や
経
済
産
業
省

等
の
制
度
を
活
用
し
保
存
に
向
け

て
考
え
て
い
く
。

　

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
で

は
、
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
・
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
。
腫

瘍
セ
ン
タ
ー
は
放
射
線
治
療
を
開

始
し
た
が
緩
和
ケ
ア
は
未
だ
開
始

さ
れ
て
い
な
い
。
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
も
稼
働
し
て
い
な
い
。
今
後

の
診
療
開
始
時
期
の
見
通
し
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

腫
瘍
セ
ン
タ
ー
の
緩
和
ケ

ア
は
、
看
護
師
不
足
の
た
め

平
成
27
年
４
月
の
開
始
に
変
更
と

な
っ
た
。

　

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
は
、
看
護

師
を
配
置
で
き
る
基
準
が
整
い
、

平
成
26
年
４
月
オ
ー
プ
ン
の
予
定

で
あ
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
柏
松
会
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
建

設
予
定
だ
が
、
施
設
概
要
や
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
に
あ
た
り
、
入
札
が
不

調
で
着
工
が
遅
れ
て
い
る
。
施
設

の
概
要
は
、
29
床
の
特
養
ホ
ー
ム

を
建
設
す
る
。
場
所
は
旧
谷
山
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
ウ
オ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
駐

車
場
跡
地
で
平
成
27
年
１
月
に
事

業
開
始
予
定
で
あ
る
。

　

高
田
関
場
線
の
道
路
整
備

は
、
平
成
25
年
度
で
町
道
関

場
線
ま
で
整
備
す
る
。
新
年
度
以

降
、
先
線
の
道
路
整
備
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

　

大
河
原
土
木
事
務
所
、
宮

城
県
へ
要
望
を
重
ね
て
き

た
結
果
、
県
道
・
町
道
の
道
路
網

の
整
備
と
道
路
計
画
の
協
議
の
も

と
、
方
向
性
を
見
定
め
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

こ
の
他
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て
も
質
疑
し
ま
し
た
。

■　

高
橋　

典
久　

議
員

　

２
月
27
日
の
全
員
協
議
会

で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
延

べ
床
面
積
は
１
１
０
０
～
１
２
０

０
㎡
と
の
こ
と
で
、
平
成
26
年
度

の
予
算
書
で
は
、
そ
の
事
業
費
は

６
億
６
千
１
百
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
例
の
「
３
町
共
同
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
可
能
性
調
査
報

告
書
」
に
よ
れ
ば
、
町
単
独
の
場

合
、
延
べ
床
面
積
が
１
１
４
１
㎡

で
、
そ
の
事
業
費
は
約
５
億
８
千

７
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ

同
じ
大
き
さ
で
、
そ
の
差
額
は
約

７
千
４
百
万
円
に
も
な
る
。
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の

か
答
弁
を
求
め
る
。

　

ま
ず
米
飯
施
設
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
る
費
用
増
で
あ

る
。
面
積
が
増
え
た
と
い
う
ほ
か

に
厨
房
施
設
が
新
た
に
加
わ
り
、

そ
の
他
の
要
因
も
い
く
つ
か
あ

る
。
あ
く
ま
で
も
概
算
で
当
初
予

算
を
計
上
し
て
お
り
、
延
べ
床
面

積
も
確
定
し
て
い
な
い
の
で
ご
理

解
願
い
た
い
。（
面
積
は
増
え
て

い
な
い
）

　

昨
年
２
月
村
田
町
議
会
が

視
察
し
た
大
崎
南
給
食
セ
ン

タ
ー
の
延
べ
床
面
積
は
約
９
８
７

㎡
で
、
最
大
調
理
能
力
は
１
５
０

０
食
。
一
方
、
村
田
町
が
予
定
し

て
い
る
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
最
大

調
理
能
力
１
０
０
０
食
。
ど
う
し

て
こ
の
よ
う
に
１
０
０
０
㎡
を
は

る
か
に
超
え
る
大
き
な
も
の
と
な

る
の
か
答
弁
を
求
め
る
。

　

町
で
も
３
回
視
察
し
、
現

場
で
働
く
職
員
に
直
接
話
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
延
べ
床
面
積
を

縮
小
し
た
た
め
に
様
々
な
課
題
が

生
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
大
崎
南
は
１
５
０
０
食
、
現
在
、

臨
時
に
１
８
０
０
食
を
調
理
。
村

田
は
１
０
０
０
食
、
そ
の
根
本
的

な
違
い
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
）

　

大
崎
南
給
食
セ
ン
タ
ー
、

あ
る
い
は
最
近
完
成
し
た

ば
か
り
の
七
ヶ
浜
町
給
食
セ
ン

タ
ー
（
延
べ
床
面
積
約
１
２
２
８

㎡
、
２
２
０
０
食
）
を
参
考
に
す

る
と
、
村
田
の
大
き
さ
は
、
自
ず

と
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
ど
こ
を

参
考
に
す
る
か
に
よ
っ
て
全
然
違

う
。
も
っ
と
し
っ
か
り
他
町
の
給

食
セ
ン
タ
ー
を
参
考
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
答
弁
を
求
め
る
。

　

間
も
な
く
設
計
が
出
来
上

が
っ
て
く
る
。
再
度
検
討
し

た
い
。

　
「
民
間
委
託
も
検
討
」
と
の
こ

と
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方

の
評
判
も
良
か
っ
た
村
田
方
式
す

な
わ
ち
給
食
に
つ
い
て
は
町
が
責

任
を
持
っ
て
運
営
す
る
直
営
方
式

を
維
持
す
る
た
め
に
も
必
要
以
上

の
大
き
な
給
食
セ
ン
タ
ー
に
無
駄

な
お
金
は
使
わ
な
い
。
調
理
の

方
々
の
労
働
環
境
も
改
善
し
、
若

い
人
に
給
食
の
お
姉
さ
ん
に
な
っ

て
も
ら
う
。
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

は
教
育
で
も
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
更
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

（
時
間
の
都
合
上
答
弁
は
求
め
ず
。

「
町
主
催
の
懇
談
会
」
と
「
３
・

11
大
震
災
の
反
省
と
教
訓
」
は
割

愛
）
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こ
の
質
疑
応
答
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
で
の
審
議
内
容
を
抜

粋
し
た
も
の
で
す
。

　

財
政
調
整
基
金
や
減
債
基

金
か
ら
６
億
６
千
万
円
ほ
ど

歳
入
に
繰
り
入
れ
る
が
、
基
金
残

高
の
見
通
し
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な

る
の
か
。

　

平
成
26
年
度
末
で
財
政
調

整
基
金
は
３
億
１
千
万
円
。

減
債
基
金
は
５
千
５
百
万
円
。
公

共
施
設
建
設
等
基
金
は
６
千
７
百

万
円
で
５
億
２
千
９
百
万
円
の
残

高
見
通
し
で
あ
る
。

　

緊
急
雇
用
創
出
補
助
金

４
千
86
万
円
の
事
業
名
と
雇

用
人
数
の
予
定
を
伺
う
。

　

建
設
課
、
地
域
産
業
推
進

課
、
農
林
課
、
町
民
生
活
課
、

健
康
福
祉
分
の
５
事
業
と
新
規
の

直
接
雇
用
を
含
め
６
事
業
で
あ

る
。
雇
用
人
数
は
18
名
を
計
画
し

て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
補
助
金
の
中
身
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
。

　

太
陽
光
発
電
の
設
備
を
役

場
西
庁
舎
、
東
庁
舎
、
村
田

小
学
校
に
設
置
し
、
災
害
時
の

停
電
等
に
対
処
さ
せ
る
事
業
で
、

金
額
は
１
億
９
千
８
百
25
万
円
。

１
０
０
％
の
補
助
事
業
で
進
め
る
。

　

デ
マ
ン
ド
型
地
域
新
交
通

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
運
行
形
態
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者

を
対
象
に
、
利
用
者
の
要
望
に
応

じ
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
容
易
に

移
動
可
能
な
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
を
交
通
手
段
と
し
て
導
入

す
る
。
運
営
主
体
は
村
田
町
で
タ

ク
シ
ー
会
社
に
委
託
し
、
10
月
を

目
途
に
運
行
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

新
た
に
住
宅
を
取
得
す
る

子
育
て
世
帯
や
転
入
世
帯
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
「
村

田
町
定
住
促
進
事
業
」
の
制
度
概

要
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

　

転
入
世
帯
の
方
が
土
地
を

購
入
し
新
築
し
た
世
帯
に

30
万
円
。
村
田
町
に
住
ん
で
い
て

土
地
を
購
入
し
家
を
建
て
尚
且
つ

15
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

に
30
万
円
。
町
内
建
設
業
者
に
よ

り
建
築
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は

20
万
円
が
加
算
さ
れ
、
最
高
で

50
万
円
の
補
助
と
な
る
制
度
概
要

で
あ
る
。

　

地
域
生
活
支
援
事
業
委
託

料
の
内
容
を
伺
う
。

　

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害

者
、
精
神
関
係
の
障
害
者
が
、

地
域
の
中
で
何
不
自
由
な
く
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
な
形
で
支
援
す

る
も
の
。
訪
問
入
浴
や
移
動
支
援

等
の
支
援
を
行
う
た
め
の
委
託
料

で
あ
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
助
成

し
て
い
る
１
千
３
百
93
万
円

の
内
訳
は
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

で
あ
る
局
長
、
次
長
、
係
長

３
名
分
の
人
件
費
助
成
金
で
あ

る
。
臨
時
職
員
、
パ
ー
ト
職
員
は

介
護
保
険
事
業
に
参
入
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
ち
ら
の
方
で
人
件

費
を
賄
っ
て
い
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣

対
策
予
算
が
倍
増
と
な
っ
た

中
身
は
何
か
。

　

従
来
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的

な
運
用
で
行
っ
て
い
た
。
イ

ノ
シ
シ
の
増
加
と
農
作
物
被
害
の

拡
大
を
受
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

な
く
一
定
の
基
準
を
設
定
し
、
出

撃
や
箱
わ
な
、
更
に
は
定
期
見
回

り
等
の
費
用
弁
償
を
計
上
し
た
。
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予算審査特別委員会予算審査特別委員会予算審査特別委員会
　平成 26年度の各種会計予算審議にあたり、本会
議から予算審査特別委員会に、その審査が付託され
ました。その後、委員長に村上登議員を選出し、３
月５日から 12日までの８日間にわたり慎重に審議
し、予算関連の現地調査も実施しました。委員会採
決の結果、いずれの予算も原案のとおり可決すべき
ものと決定されました。

審査結果を報告する村上登特別委員長

導入が期待されるデマンド型乗合タクシー



　

塩
内
公
園
に
設
置
す
る
健

康
遊
具
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　

塩
内
公
園
内
に
大
規
模
遊

具
を
設
置
す
る
こ
と
が
既
に

決
ま
っ
て
い
る
。
今
回
、
高
齢
者

の
方
も
利
用
で
き
る
背
伸
遊
具
や

ツ
イ
ス
ト
が
で
き
る
健
康
遊
具
を

設
置
す
る
。

　

昨
年
は
震
災
の
復
旧
で
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用

が
無
か
っ
た
。
新
年
度
の
見
通
し
は

難
し
い
が
、
指
定
管
理
で
管
理
費
を

支
出
す
る
こ
と
に
値
す
る
の
か
。

　

建
物
と
周
辺
の
土
手
等
を

復
旧
し
て
い
る
が
３
月
ま
で

工
事
が
終
わ
ら
ず
事
故
繰
越
し
で

復
旧
を
進
め
て
い
る
。
復
旧
終
了

後
は
、
い
も
煮
会
等
の
活
用
が
で

き
る
。
管
理
費
の
内
訳
は
３
カ
月

分
程
度
の
人
件
費
で
あ
る
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
活
動
実
績
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

１
月
末
現
在
、
会
員
数
は

１
３
４
名
。
就
業
延
べ
人
数

は
６
２
２
６
名
に
達
し
て
い
る
。

作
業
依
頼
の
内
訳
は
、
公
共
事
業
、

一
般
企
業
、
個
人
で
殆
ど
が
草
刈

り
作
業
で
あ
る
。

　

水
田
に
対
す
る
塩
化
カ
リ

ウ
ム
散
布
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
が
、
仙
南
周
辺
市
町

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

平
成
26
年
度
産
米
に
対
す

る
３
回
目
の
塩
カ
リ
散
布
は

２
市
７
町
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
れ
を
前
提
に
土
壌
中

の
基
準
数
値
の
実
績
を
確
認
し
、

今
後
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
塩
カ
リ
配
布
の
予
算

計
上
を
見
送
っ
た
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か
。

　

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
11
月
に
協
議

会
を
設
立
し
た
。
新
年
度
は
農
地

中
間
管
理
機
構
が
設
置
さ
れ
市
町

村
が
ど
の
よ
う
な
事
務
を
行
う
と

い
う
指
示
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
対
策
を
講

じ
る
。

　

施
政
方
針
で
高
収
益
作
物

の
推
奨
と
導
入
を
図
る
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
計
画

し
て
い
る
の
か
。

　

中
玉
ト
マ
ト「
プ
チ
ぷ
よ
」

を
町
の
推
奨
品
と
し
て
進
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
水
田
転
作
で
は
チ
ヂ
ミ

ナ
等
の
作
物
も
追
加
し
収
益
の
上

が
る
作
物
を
営
農
技
術
指
導
で
進

め
て
い
く
。

　

土
日
に
降
り
積
も
っ
た
大

雪
は
通
勤
日
の
月
曜
日
ま
で

に
除
雪
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

　

日
曜
日
も
出
動
し
、
生
活

に
直
結
し
た
道
路
の
除
雪
を

優
先
し
た
。
町
内
の
町
道
、
農
道

す
べ
て
足
す
と
４
０
０
㎞
を
超
え

全
て
の
除
雪
作
業
は
不
可
能
で

あ
っ
た
。
業
者
委
託
契
約
は
76
㎞

の
距
離
で
あ
る
。

　

沼
辺
足
立
幹
線
に
つ
い
て
、

二
期
工
事
で
主
要
地
方
道
亘

理
大
河
原
川
崎
線
に
接
続
さ
れ
て

完
了
な
ら
ば
理
解
で
き
る
が
、
沿

道
の
開
発
を
含
め
、
道
路
を
県
道

に
接
続
せ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
２
年

も
３
年
も
検
討
と
い
う
状
況
で
は

町
は
先
細
り
に
な
る
。
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

小
池
か
ら
田
中
前
ま
で

１
６
０
０
ｍ
、
幅
25
ｍ

が
計
画
さ
れ
、
一
期
工
事
は
、

１
１
３
４
ｍ
、
26
年
度
で
計
上
し

た
。
残
り
４
６
０
ｍ
余
り
に
つ
い

て
現
時
点
で
は
具
体
的
に
示
す
状

況
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

高
田
関
場
線
を
推
進
し
、

主
要
地
方
道
亘
理
村
田
線
に

接
続
す
る
と
町
民
に
示
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

か
。　

工
事
は
関
場
線
ま
で
車
道

の
舗
装
と
交
差
点
の
改
良

を
残
す
だ
け
で
あ
る
。
今
後
、
県

と
町
の
協
議
す
る
場
が
よ
う
や
く

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
期
に
結
論

を
出
し
町
民
に
示
し
て
い
き
た
い
。

　

町
道
迫
線
・
町
道
関
場
線
、

こ
の
事
業
が
突
如
と
し
て
出

て
き
た
理
由
は
。

　

迫
線
に
つ
い
て
は
災
害
時

に
、
道
の
駅
は
さ
ら
な
る
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
防
災
拠
点
の
重
要

な
役
割
を
果
た
す
簡
易
パ
ー
キ
ン

グ
事
業
に
伴
う
も
の
と
し
て
３
年

計
画
で
整
備
す
る
。
町
道
高
田
関

場
線
は
、
関
場
線
ま
で
舗
装
し
て

完
了
す
る
。
さ
ら
に
先
線
の
改
良

工
事
を
進
め
る
た
め
に
計
上
し
た
。
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新設された複合遊具（塩内公園）

早期開通が待たれる高田関場線



　

実
施
計
画
に
よ
れ
ば
第
二

小
学
校
の
大
規
模
改
修
事
業

と
し
て
７
千
５
百
万
円
を
計

上
し
改
修
を
計
画
し
て
い
る
が
、

そ
の
効
果
を
考
え
る
と
将
来
的
な

中
学
校
の
統
廃
合
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

　

村
田
二
中
の
生
徒
数
は
一

時
期
50
人
台
に
な
り
、
そ
の

後
60
人
か
ら
70
人
で
推
移
し
て
い

く
が
、
少
な
い
中
で
も
生
徒
の
活

動
を
見
た
と
き
に
、
伸
び
伸
び
活

動
し
て
い
る
。
二
小
の
校
舎
は
大

き
く
改
修
し
て
、
適
切
な
環
境
を

提
供
し
て
い
く
。

　

三
町
共
同
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
可
能
性
調
査
報
告
書

に
お
け
る
町
単
独
建
設
に
係
る
予

算
は
５
億
８
千
７
百
万
円
で
あ
っ

た
。
一
方
、
今
年
度
予
算
で
は

６
億
６
千
１
百
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
違
い
は
何
か
。

　

米
飯
ラ
イ
ン
を
導
入
す
る

ほ
か
、
調
理
面
積
以
外
に
事

務
室
、
会
議
室
、
食
堂
、
廊
下
、

更
衣
室
、
休
憩
室
等
の
部
分
が
含

ま
れ
る
。
特
別
な
施
設
を
建
設
す

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

調
理
員
６
人
が
仮
に
民
間

委
託
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

再
雇
用
は
保
証
さ
れ
る
の
か
。

　

現
在
１
年
契
約
で
正
職
員

の
身
分
で
は
な
く
、
今
働
い

て
い
る
方
を
優
先
に
本
人
の
意
向

を
確
認
し
、
地
元
の
方
の
雇
用
に

努
め
る
。

　

中
学
校
の
修
繕
料
３
５
０

万
円
の
中
身
は
。

　

楽
器
、
体
育
用
具
、
暖
房

機
器
、
床
面
、
体
育
館
の
屋

根
等
の
修
理
で
あ
り
、
一
つ
大
き

な
修
理
で
は
な
い
。

　

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

は
低
い
と
思
わ
れ
る
が
、
26

年
度
の
組
織
化
の
見
込
み
は
。

　

26
年
度
中
に
21
行
政
区
全

て
に
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し

努
力
中
で
あ
る
。

　

災
害
対
策
費
と
し
て
非
常

食
等
の
備
蓄
は
ど
の
程
度
あ

る
の
か
。

　

備
蓄
食
料
品
、サ
バ
イ
バ
ル

パ
ン
１
６
３
０
食
、そ
の
他

水
を
大
量
に
配
備
し
基
本
的
に
初

期
段
階
を
充
分
満
た
す
も
の
で
当

面
こ
の
形
で
配
備
し
て
い
る
。
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予算審査特別委員会予算審査特別委員会予算審査特別委員会

　本議会において、予算審査特別委員長より町執行部に対して、次の要望事項を提出し
ました。
１．町道高田関場線の先線については、本町のみならず周辺市町の発展に寄与する事業

の確実な計画策定へ向け、宮城県と充分な協議を図ること。
２．地域新交通システムのデマンド型乗合タクシーについては、利用者の幅広いニーズ

に対応するため、可能な限り効率的かつ安定的な運行システムの導入を図ること。
３．柴田斎苑建設へ向けて、事業（実施年次計画・場所）の確実な進展が図られるよう、

仙南地域広域行政事務組合に対し働きかけること。
４．有害鳥獣対策の特にイノシシ被害については、村田町有害鳥獣捕獲隊の充実を図る

ほか、引き続き宮城県及び周辺自治体と連携を図り万全を期すこと。
５．除排雪対応について、今般のような不測の大雪の際でも交通の確保が図られるほか、

被害を最小限にとどめるための体制づくりに努めること。

予算審査特別委員会要望事項

造成中の給食センター（二中前）



一
般
会
計
予
算
討
論

【
反
対
討
論
】
髙
橋　

勝　

議
員

　 　

消
費
税
率
を
４
月
か
ら
引
き
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
８
兆
円
の
大

増
税
を
国
民
に
押
し
付
け
、
暮
ら

し
と
経
済
に
深
刻
な
事
態
を
も
た

ら
し
、
年
金
や
医
療
、
社
会
保
障

の
給
付
削
減
を
は
じ
め
、
地
方
財

政
な
ど
暮
ら
し
の
予
算
を
軒
並
み

削
減
し
、
大
企
業
減
税
な
ど
、
国

土
強
靭
化
を
看
板
に
し
た
大
型
公

共
事
業
ば
ら
ま
き
で
、
大
企
業
お

も
て
な
し
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
町
の
予
算
を
歳
入

歳
出
61
億
２
千
９
６
４
万
９
千
円

と
し
、
主
な
事
業
計
画
で
は
、
新

た
に
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
導
入
な

ど
評
価
す
べ
き
事
業
な
ど
も
あ

り
ま
す
が
、
消
費
税
増
税
に
伴
い

地
方
自
治
体
の
行
う
公
共
事
業
工

事
や
物
品
購
入
の
コ
ス
ト
も
増
大

し
、
村
田
町
は
消
費
税
８
％
で

７
千
万
円
に
な
り
、
町
の
財
政
が

楽
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
今
度

の
予
算
に
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
費
６
億
６
千
１
百
万
円
で
、

炊
飯
ラ
イ
ン
も
入
れ
る
こ
と
は
評

価
し
賛
意
を
示
す
も
の
の
、
今
後

児
童
数
が
減
っ
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
中
で
の
施
設
と
し
て
、

６
億
６
千
１
百
万
円
、
そ
の
他
土

地
取
得
、
設
計
委
託
、
造
成
委
託

合
わ
せ
て
４
千
万
以
上
か
か
り
、

合
計
７
億
以
上
の
財
源
が
投
入
さ

れ
、
今
後
セ
ン
タ
ー
建
設
周
辺
の

道
路
整
備
や
運
営
費
な
ど
の
予
算

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

今
回
の
予
算
措
置
と
し
て
は
賛
成

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
議
案
第
21
号
平
成
26
年

度
村
田
町
一
般
会
計
予
算
案
に
反

対
す
る
。

【
賛
成
討
論
】
太
田　

初
美　

議
員

本
町
の
新
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
案
は
、
61
億
２
千
９
百
万
円

と
対
前
年
比
で
８
億
３
千
５
百
万

円
増
、
率
で
15
・
８
％
増
の
規
模

と
な
っ
た
。
歳
入
面
で
は
、
税
収

や
国
県
支
出
金
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
一
方
、
地
方
交
付
税
が
減
少

し
、
歳
出
面
で
は
、
扶
助
費
な
ど

の
増
加
に
加
え
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
費
な
ど
の
予
算
増

に
伴
い
、
各
種
基
金
か
ら
の
取
り

崩
し
の
ほ
か
、
起
債
な
ど
に
よ
る

財
源
確
保
の
対
応
で
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

る
事
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

新
年
度
は
、
町
の
総
合
的
な
指

針
と
な
る
第
４
次
長
期
総
合
計
画

前
期
の
後
半
に
入
り
、
ま
た
、
高

齢
者
に
対
す
る
保
健
・
福
祉
の
方

策
を
示
す
、
第
５
期
介
護
保
険
事

業
は
最
終
年
度
を
迎
え
る
中
、
時

代
を
担
う
子
供
た
ち
の
食
育
推
進

に
資
す
る
、
学
校
給
食
基
本
方
針

に
基
づ
く
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
に
着
手
す
る
。

ま
た
、
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
蔵
の
町
並
み
を
活
用
し
て
、
宮

城
県
の
第
１
号
と
な
る
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受

け
、
震
災
で
被
災
し
た
伝
統
的

建
造
物
の
修
理
や
景
観
の
整
備
を

図
り
、
町
の
活
性
化
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
人
口
減

少
対
策
や
福
祉
の
充
実
、
自
然
災

害
を
教
訓
と
し
た
防
災
対
策
の
強

化
な
ど
に
加
え
、
新
規
事
業
と
し

て
、
迫
線
の
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
事

業
や
定
住
促
進
事
業
、
地
域
新
交

通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
事
業

が
盛
り
込
ま
れ
、
歳
入
に
見
合
っ

た
歳
出
の
事
業
が
効
果
的
に
配
分

さ
れ
、
町
民
の
暮
ら
し
の
向
上
に

重
点
を
置
い
た
予
算
案
と
判
断
し

た
。各

種
会
計
予
算
審
査
、
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
担
当
課
長
の
説

明
を
受
け
、
詳
細
に
わ
た
る
質
疑

等
を
行
い
、
各
施
策
に
対
す
る
予

算
配
分
に
つ
い
て
理
解
を
し
た
。

従
っ
て
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
委
員
長
報
告
の
通
り
、
議
案
第

21
号
平
成
26
年
度
村
田
町
一
般
会

計
予
算
案
に
賛
成
す
る
。
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【
反
対
討
論
】
高
橋　

典
久　

議
員

　
　

　
　「

３
町
共
同
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
可
能
性
調
査
報
告
書
」
に
よ

れ
ば
、
町
単
独
の
場
合
、
栃
木
県

茂
木
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
参
考

に
、
大
き
さ
１
１
４
１
㎡
。
建
築

費
用
５
億
８
千
７
百
万
円
と
あ

る
。し

か
し
、
平
成
26
年
度
の
予
算

書
に
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事

業
費
６
億
６
千
１
百
万
円
と
あ

る
。
茂
木
町
に
は
米
飯
の
施
設
も

あ
り
、
そ
の
差
額
７
千
４
百
万
円

の
根
拠
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

教
育
総
務
課
長
が
説
明
す
る
「
文

科
省
の
基
準
」
は
、大
崎
南
や
七
ヶ

浜
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
は
当
て

は
ま
ら
な
い
。
文
科
省
の
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

お
か
し
な
話
で
あ
る
。

　

つ
い
先
日
大
雪
で
も
っ
て
村
田

は
１
０
０
棟
を
超
え
る
ハ
ウ
ス
が

壊
れ
た
。
隣
町
で
は
国
が
５
割
、

町
（
と
県
）
が
４
割
支
援
し
、
自

己
負
担
を
１
割
と
し
た
。「
間
も

な
く
農
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
仕
事
遅
れ
な

い
よ
う
に
」
と
町
民
を
励
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
税
金
の
使
い
方
で
あ
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
１
㎡
の
単
価
は

35
万
円
。
１
０
０
㎡
大
き
く
な
れ

ば
３
千
５
百
万
円
、
２
０
０
㎡
大

き
く
な
れ
ば
７
千
５
百
万
円
の
増

に
な
る
。

３
・
11
大
震
災
３
周
年
の
テ
レ

ビ
番
組
。
必
要
の
な
い
防
潮
堤
。

無
人
島
、
耕
作
放
棄
地
。
そ
こ
に

20
億
円
か
け
て
防
潮
堤
を
つ
く
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
情

報
公
開
さ
れ
広
く
世
の
中
に
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
見
直
し
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
、
３
町
共
同
の
と
き
は
、
ど
こ

に
つ
く
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
、

あ
そ
こ
の
土
地
だ
、
そ
こ
の
土
地

じ
ゃ
な
い
、
い
や
、
そ
ば
の
田
ん

ぼ
だ
。
町
単
独
に
な
っ
た
か
と
思

え
ば
、
も
と
も
と
町
有
地
に
建
て

る
予
定
が
、
突
然
田
ん
ぼ
を
買
う

こ
と
に
な
っ
た
。
大
雪
対
策
は
遅

れ
て
も
、
こ
う
い
う
こ
と
は
素
早

い
。こ

ん
な
税
金
の
使
い
方
を
し
て

い
て
は
、
町
民
は
到
底
納
得
し
な

い
。こ

の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
私
は

議
案
第
21
号
平
成
26
年
度
村
田
町

一
般
会
計
予
算
案
に
反
対
す
る
も

の
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
吉
野　

敏
明　

議
員

　
　

日
本
経
済
は
国
の
経
済
財
政
政

策
に
よ
り
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
地
方
財
政
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
等
が
進
む
な
か
、
町

の
財
政
も
厳
し
い
も
の
が
あ
る
な

か
で
の
予
算
編
成
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
補
助
金
を
活

用
し
た
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事

業
、
防
災
拠
点
づ
く
り
に
資
す
る

町
道
迫
線
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
事

業
、
地
域
新
交
通
シ
ス
テ
ム
事
業

あ
る
い
は
町
道
の
整
備
等
、
町
民

の
要
望
の
強
い
事
業
を
導
入
し
た

こ
と
は
大
い
に
評
価
す
る
も
の
と

判
断
す
る
。

ま
た
、
教
育
環
境
の
整
備
で
は

６
億
６
千
１
百
万
円
の
予
算
を
計

上
し
、「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

広
が
る
お
い
し
い
学
校
給
食
」
を

基
本
理
念
と
し
な
が
ら
平
成
27
年

度
中
の
給
食
提
供
を
目
標
に
要
望

の
強
い
米
飯
給
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
、
そ
し
て
地
産
地
消
に
も
対

応
す
る
よ
う
英
知
を
結
集
し
対
応

に
あ
た
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
各
種
事
業
を
進
め
る

た
め
に
、
繰
入
金
は
基
金
合
計
で

約
６
億
６
千
５
百
万
円
計
上
し
、

今
後
の
町
財
政
に
与
え
る
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
と
推
察
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
最
小
の
投
資
で
最

大
限
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
、
町

一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ

き
健
全
財
政
を
進
め
つ
つ
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
く
の
事
業

の
執
行
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
議
員
各
位
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。

よ
っ
て
議
案
第
21
号
平
成
26
年

度
村
田
町
一
般
会
計
予
算
案
に
賛

成
す
る
も
の
で
あ
る
。
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意見が分かれた議案の賛否一覧
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条　
　
　

例　

■
村
田
町
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
制
定

　

町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
資

す
る
た
め
、
町
、
町
民
及
び
事
業

者
に
よ
る
総
合
的
な
取
り
組
み
を

規
定
し
た
条
例
を
制
定
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実

現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福

祉
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例

　

平
成
24
年
６
月
27
日
公
布
さ
れ

た
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実

現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福

祉
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
本

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
関
係
条
例
の
一
部
を
改

定
す
る
。〔

討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
及
び

村
田
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

外
国
へ
の
旅
行
に
伴
う
旅
費
の

支
度
料
に
つ
い
て
、
村
田
町
に
お

い
て
は
支
給
実
態
が
み
ら
れ
な
い

も
の
の
、
支
度
料
に
係
る
規
定
を

廃
止
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸

付
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
う
関
係
条
文
の
改
正
及
び
上
位

法
令
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
条
例

と
の
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
使

用
料
等
を
改
正
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
村
田
町
公
共
物
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

上
位
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
関

係
条
例
と
の
整
合
性
を
確
保
す
る

た
め
使
用
料
等
を
改
正
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
村
田
町
社
会
教
育
委
員
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
進
捗
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
社
会
教
育
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

関
係
条
文
を
改
正
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
村
田
町
道
路
占
用
料
等
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
占
用
料
等
を
改
正
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
村
田
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
関
係
条
文
を
改
正
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
村
田
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

上
位
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
関

係
条
例
と
の
整
合
性
を
確
保
す
る

た
め
使
用
料
等
を
改
正
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

補　

正　

予　

算　

■
平
成
25
年
度
村
田
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

各
種
事
業
の
精
査
等
に
伴
い
予

算
総
額
か
ら
６
千
８
７
８
万
４
千

円
を
減
額
し
た
。

一
般
会
計
補
正　

質
疑

問
１　

介
護
老
人
福
祉
施
設
整
備

事
業
の
進
捗
は

答
１　

介
護
基
盤
緊
急
整
備
臨
時

特
例
交
付
金
を
適
用
し
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
す
べ

く
一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
し
た

が
２
回
不
調
と
な
り
繰
越
と
な
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

1090

案件を

議決
3 月定例会

3636（平成26年3月4日〜13日）

　

平
成
26
年

　

第
１
回 

定
例
会

　

平
成
26
年

　

第
１
回 

定
例
会

平成25年度一般会計予算の繰越明許費内訳（単位：千円）

款　・　項 事業の内容 繰越額

2. 総務費
　1. 総務管理費 介護老人福祉施設整備事業 161,675

臨時福祉給付金事業 5,423

　2. 児童福祉費 子ども・子育て支援新制度電
子システム導入事業

14,904

子育て世帯臨時特例給付金事業 3,357

8. 土木費
　2. 道路橋りょう費 道路維持事業 5,883

市町村道整備事業 107,896

　4. 都市計画費 公園整備事業 12,000

街路建設事業 101,100

10．教育費
　1. 教育総務費 学校給食センター建設事業 15,430



■
平
成
25
年
度
村
田
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

額
の
確
定
に
伴
う
前
期
高
齢
者

交
付
金
の
増
額
及
び
共
同
事
業
交

付
金
等
の
減
額
を
措
置
す
る
た
め

の
補
正
と
し
て
１
千
９
７
７
万
２

千
円
を
減
額
し
た
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
平
成
25
年
度
村
田
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び

保
健
基
盤
安
定
繰
入
金
の
減
額
、

広
域
連
合
納
付
金
の
減
額
を
措
置

す
る
た
め
の
補
正
と
し
て
１
千
１

０
６
万
１
千
円
を
減
額
し
た
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
平
成
25
年
度
村
田
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

保
険
給
付
費
等
所
用
の
経
費
を

措
置
す
る
た
め
の
補
正
と
し
て

43
万
４
千
円
を
追
加
し
た
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
平
成
25
年
度
村
田
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
下
水
道
施
設
の
復
旧
に
係
る
経

費
を
措
置
す
る
た
め
の
補
正
と
し

て
７
６
５
万
９
千
円
を
追
加
し

た
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
平
成
25
年
度
村
田
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

地
方
債
償
還
元
金
に
係
る
経
費

を
措
置
す
る
た
め
補
正
す
る

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
平
成
25
年
度
村
田
町
上
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

収
益
的
収
入
に
つ
い
て
は
、
水

道
加
入
金
等
を
増
額
し
収
益
的
支

出
は
各
種
事
業
の
精
査
に
伴
う
経

費
を
措
置
す
る
た
め
補
正
す
る
。

資
本
的
収
入
支
出
に
つ
い
て
は
水

道
施
設
移
設
受
託
工
事
等
に
係
る

所
要
額
を
措
置
す
る
た
め
補
正
す

る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
平
成
25
年
度
村
田
町
工
業
用
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
入
に
つ
い
て
は
、
基

本
使
用
水
量
係
る
給
水
収
益
の
減

収
、
収
益
的
支
出
つ
い
て
は
、
収

益
的
収
入
の
減
額
に
伴
う
所
要
額

を
措
置
す
る
た
め
補
正
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

工
事
請
負
契
約

　
■
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

①
24
災
第
１
６
１
１
号
河
川
災
害

復
旧
工
事

▼
施
工
場
所

　

村
田
町
大
字
沼
辺
地
内

▼
変
更
事
項
（
契
約
金
額
）

　

県
施
工
と
の
工
事
境
界
に
変

更
が
生
じ
、
施
工
延
長
10
ｍ
の

減
工
・
精
査
に
よ
り
減
額
変
更

す
る
。

　
　

原
契
約
金
額

　
　
　

６
千
５
９
４
万
円

　
　

変
更
契
約
金
額

　
　
　

６
千
４
３
３
万
３
５
０
円

　
　

変
更
に
よ
る
減
額

　
　
　

１
６
０
万
９
千
６
５
０
円

▼
契
約
の
相
手
方

　
　

株
式
会
社　

今
野
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

今
野
幸
衛

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

②
平
成
25
年
度
町
道
高
田
関
場
線

改
良
工
事
（
第
一
工
区
）

▼
施
工
場
所

　
　

村
田
町
大
字
小
泉
地
内

▼
変
更
事
項
（
契
約
金
額
）

　

工
事
請
負
等
の
税
率
等
に
関

す
る
経
過
措
置
に
伴
い
、
平
成

26
年
４
月
以
降
に
工
事
が
完
了

し
引
き
受
け
る
も
の
に
つ
い

て
、
こ
の
消
費
税
の
変
更
分

３
％
を
増
額
変
更
す
る
。
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こんなことが決定されました。

平成25年度 各種会計予算補正額　　　　    （単位：千円）

会　計　名 補正前の額 補正額 補正後の額

一　　般　　会　　計 5,783,618 △ 68,784 5,714,834

特
別
会
計

国民健康保険事業 1,410,392 △ 19,772 1,390,620

後期高齢者医療 113,987 △ 11,061 102,926

介護保険事業 1,097,273 434 1,097,707

公共下水道事業 597,713 7,659 605,372

農業集落排水事業 117,875 歳出予算組み替え 117,875

企
業
会
計

上水道事業

　収益的収入 514,215 1,357 515,572

　収益的支出 523,349 3,021 526,370

　資本的収入 10,191 3,526 13,717

　資本的支出 224,167 4,181 228,348

平成25年度公共下水道事業特別会計予算の繰越明許費内訳
　（単位：千円）

款　・　項 事業の内容 繰越額

5．災害復旧費

　１．災害復旧費 公共下水道施設災害復旧事業 8,526



1290

　
　

原
契
約
金
額

　
　
　

５
千
７
１
２
万
円

　
　

変
更
契
約
金
額

　
　
　

５
千
８
７
５
万
２
千
円

　
　

変
更
に
よ
る
増
額

　
　
　

１
６
３
万
９
千
２
千
円

▼
契
約
の
相
手
方

　
　

株
式
会
社　

今
野
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

今
野
幸
衛

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

③
平
成
24
年
度
や
ま
し
よ
う
記
念

館
災
害
復
旧
工
事

▼
施
工
場
所

村
田
町
大
字
村
田
地
内

▼
変
更
事
項
（
契
約
金
額
）

　

既
存
屋
根
瓦
を
精
査
し
た
と

こ
ろ
再
利
用
は
厳
し
く
屋
根
瓦

全
て
を
新
瓦
に
変
更
。
外
壁
・

土
壁
も
土
台
の
竹
等
も
腐
っ
て

お
り
、
部
分
的
な
外
壁
の
補
修

な
ど
見
直
し
に
よ
る
増
額
の
変

更
を
す
る
。

　
　

原
契
約
金
額

　
　
　

９
千
１
２
４
万
５
千
円

　
　

変
更
契
約
金
額

　
　
　

９
千
８
２
６
万
５
千
円

　
　

変
更
に
よ
る
増
額

　
　
　

７
０
２
万
円

▼
契
約
の
相
手
方

　
　

株
式
会
社　

今
野
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

今
野
幸
衛

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

そ　

の　

他　

①
宮
城
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
宮
城
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

②
宮
城
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員

公
務
災
害
補
償
等
認
定
委
員
会
を

共
同
で
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
宮
城
県
市
町
村

等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等

認
定
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

③
宮
城
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員

公
務
災
害
補
償
等
審
査
会
を
共
同

で
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
宮
城
県
市
町
村
等
非

常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
審
査

会
共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
　

塩
釜
地
区
環
境
組
合
が
解
散

し
、
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
と

平
成
26
年
４
月
１
日
に
再
編
統
合

に
伴
い
規
約
を
変
更
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

■
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

▼
放
棄
す
る
権
利
の
内
容

　

出
損
金　

60
万
円

▼
債
務
者

　

一
般
財
団
法
人
宮
城
県
下
水
道

公
社

▼
権
利
を
放
棄
す
る
理
由

　

宮
城
県
下
水
道
公
社
の
一
般
財

団
法
人
移
行
に
よ
る
特
定
寄
付
の

履
行
に
伴
い
出
損
金
の
権
利
を
放

棄
し
、
公
有
財
産
台
帳
に
登
載
さ

れ
て
い
る
出
資
に
よ
る
権
利
か
ら

削
除
す
る
。

〔
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〕

人　
　
　

事　

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
推
薦
。

住
所　

村
田
町
大
字
小
泉

氏
名　

佐
久
間　

美
智
子

【
全
会
一
致
・
適
任
】

意　

見　

書　

■
労
働
者
環
境
の
適
正
化
を
求
め

る
意
見
書

①
「
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
」、

解
雇
し
や
す
い
正
社
員
を
増
や
す

懸
念
の
あ
る
「
限
定
正
社
員
」
制

度
の
普
及
、
長
時
間
労
働
を
誘
発

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
制
度
の
導
入

は
、
行
う
べ
き
で
は
な
い
こ
と
。

②
低
賃
金
や
低
処
遇
の
ま
ま
派
遣

労
働
の
拡
大
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
法
改
正
で
は
な
く
、
派
遣
労
働

者
の
よ
り
安
定
し
た
直
接
雇
用
へ

の
誘
導
と
処
遇
改
善
に
向
け
た
法

改
正
を
行
う
べ
き
こ
と
。

③
雇
用
・
労
働
政
策
に
係
る
議
論

は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
三
者
構
成
主
義
に
則

り
、
労
働
政
策
審
議
会
で
行
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

■
提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
、
経
済
再
生
担
当
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

報　
　
　

告　

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の

報
告
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
10
月
28
日
、
新
潟
県

佐
渡
市
国
道
３
５
０
号
に
お
い
て

公
用
車
が
前
の
車
が
急
停
止
し
た

た
め
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
が
間

に
合
わ
ず
、
追
突
し
た
も
の
。
損

害
賠
償
額
は
74
万
６
千
３
６
２
円

で
あ
る
。

■
平
成
26
年
度
一
般
財
団
法
人
村

田
町
ふ
る
さ
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ

ン
タ
ー
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

一
般
財
団
法
人
の
設
立
目
的
に

沿
っ
た
効
果
的
な
運
営
を
行
い
、

各
施
設
の
持
つ
特
色
を
生
か
し
な

が
ら
事
業
の
展
開
を
実
施
し
て
い

く
。

こんなことが決定されました。
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髙 橋 　 勝  議員

１　公共施設等の総合的な管理による老朽化対策等の推進について
２　主要地方道岩沼蔵王線（大師～姥ヶ懐地区）道路改良事業
　　平成30年開通（予定）に伴う町内の道路整備について
３　がんばる地域交付金（地域活性化・効果実感臨時交付金）の活用について

１　

町
営
石
生
、
川
畑
住
宅
老

朽
化
対
策
等
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
１　

町
営
石
生
、
川
畑
住

宅
は
老
朽
化
が
著
し
く
建
て
替

え
の
時
期
に
き
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
村
田
町
に
住
み
た
い
と

願
う
方
た
ち
や
低
所
得
者
の
方

た
ち
に
対
し
て
安
心
で
安
価
な

住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
は
行
政

の
責
任
で
も
あ
る
。
町
民
の
需

要
等
を
加
味
し
な
が
ら
適
切
な

対
策
と
こ
れ
に
伴
う
財
政
措
置

を
講
じ
て
い
る
の
か
、
ま
た
町

営
住
宅
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ

う
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
の
か

問
う
。

町
長
答
弁
１　

町
営
石
生
、
川

畑
住
宅
は
35
年
か
ら
43
年
経
過

し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
老

朽
化
に
伴
い
年
々
修
繕
箇
所
も

多
く
、
財
政
的
な
負
担
が
増
加

し
、
将
来
の
町
営
住
宅
需
要
を

踏
ま
え
た
維
持
管
理
計
画
と
し

て
「
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」

を
本
年
度
策
定
し
た
。
今
後
は
、

老
朽
化
し
た
住
宅
に
つ
い
て
は

廃
止
、
高
齢
者
等
が
安
全
で
安

心
し
て
居
住
で
き
る
町
営
住

宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
若
い

方
々
の
入
居
に
適
し
た
住
宅
へ

の
修
繕
・
改
善
等
を
計
画
的
に

実
地
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
２　

村
田
町
の
公
共
施
設

等
の
総
合
的
な
管
理
に
よ
る
老

朽
化
対
策
等
の
推
進
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
取

り
組
む
の
か
問
う
。

町
長
答
弁
２　

早
期
の
計
画
検

討
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
高
齢
化
の
進
展
を
考
慮

す
れ
ば
各
地
域
に
分
散
す
る
の

で
は
な
く
、
施
設
を
集
約
す
る

こ
と
に
よ
り
行
財
政
運
営
上
の

効
率
化
が
図
ら
れ
る
が
、
新
た

な
課
題
も
想
定
さ
れ
る
。
全
国

の
自
治
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る

公
会
計
制
度
改
革
の
取
り
組
み

と
一
体
と
な
っ
た
「
資
産
・
債

務
改
革
」、
財
政
健
全
化
法
に

基
づ
き
、
公
共
施
設
老
朽
化
対

策
の
ス
ト
ッ
ク
情
報
等
を
活
用

し
、
緊
急
性
の
高
い
順
か
ら
維

持
補
修
を
行
い
効
率
的
な
管
理

に
資
す
る
基
本
的
な
計
画
を
策

定
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

追
質
問　

現
在
町
営
住
宅
に
入

居
し
て
い
る
世
帯
数
と
入
居
希

望
者
数
は
。

建
設
課
長
答
弁　

入
居
者
世
帯

は
５
団
地
１
７
３
戸
だ
が
石
生

住
宅
は
現
在
耐
震
等
の
問
題
が

あ
り
15
戸
は
使
用
し
て
い
な
い

た
め
１
５
８
戸
世
帯
で
あ
る
。

入
居
希
望
者
は
待
機
中
の
２
世

帯
で
あ
る
。

２　

大
師
～
姥
ヶ
懐
地
区
道
路

改
良
事
業
平
成
30
年
度
開
通

（
予
定
）
に
伴
う
町
内
の
道
路

整
備
に
つ
い
て

質
問
１　

早
期
の
開
通
が
望
ま

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
い

町
内
の
交
通
量
も
多
く
な
る
と

思
わ
れ
る
。
特
に
岩
沼
蔵
王
線

沿
道
の
末
広
町
商
店
街
の
住
民

は
毎
日
の
渋
滞
と
大
型
車
の
振

動
に
悩
ま
さ
れ
、
大
型
車
だ
け

で
も
規
制
す
る
な
ど
、
平
成
30

年
度
開
通
ま
で
に
渋
滞
緩
和
と

振
動
対
策
の
早
急
な
対
応
を
今

か
ら
で
も
出
来
な
い
か
ど
う
か
。

町
長
答
弁
１　

村
田
町
姥
ヶ
懐

地
区
か
ら
岩
沼
市
大
師
地
区

３
・
７
㎞
の
区
間
で
平
成
30
年

度
完
成
を
目
指
し
、
完
成
に
伴

い
大
型
車
両
等
の
交
通
量
も
増

加
す
る
こ
と
を
予
想
し
て
い

る
。
指
摘
の
あ
っ
た
末
広
商
店

街
の
み
な
ら
ず
、
町
地
区
全
般

と
交
通
体
系
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。
現
在
の
県
道
の
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
れ
ば

大
型
車
に
限
定
し
た
交
通
規

制
は
難
し
い
部
分
は
あ
る
も
の

の
、
村
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
核
と
し
た
交
通
体
系
に
つ
い

て
は
県
と
の
協
議
の
中
で
渋
滞

緩
和
と
振
動
対
策
を
含
め
、
県

道
・
町
道
の
再
検
討
と
車
両
の

分
散
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。

３　

が
ん
ば
る
地
域
の
交
付
金

の
活
用
に
つ
い
て

質
問
１　

平
成
25
年
度
の
「
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
の
村

田
町
へ
の
交
付
額
は
９
千
万
円

で
あ
り
、
こ
れ
と
比
べ
れ
ば
総

額
は
抑
え
ら
れ
る
が
新
年
度
の

建
設
事
業
等
の
財
源
と
な
る
。

新
年
度
支
出
予
定
の
一
般
財
源

を
充
当
す
る
必
要
が
な
く
な

り
、
そ
の
分
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
活
用
で
き
る
と
考
え
る

が
、
そ
の
活
用
策
に
つ
い
て
問

う
。

町
長
答
弁
１　

前
年
度
の
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
と
比
較
す

る
と
、
交
付
対
象
市
町
村
は
極

め
て
限
定
さ
れ
る
と
推
測
さ
れ

る
。
３
月
後
半
よ
り
地
方
公
共

団
体
ご
と
の
地
方
負
担
額
調
査

が
始
ま
り
、
４
月
以
降
実
施
計

画
の
堤
出
及
び
審
査
が
行
わ

れ
、
交
付
金
額
が
提
示
さ
れ
れ

ば
平
成
25
年
度
の
専
決
予
算
ま

た
は
平
成
26
年
度
の
補
正
予
算

で
対
応
す
る
。
こ
の
交
付
金
の

活
用
に
よ
り
財
源
の
余
剰
が
生

じ
た
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
公
共
の
福
祉
施
策
の
増
進

に
努
め
て
い
き
た
い
。

13
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防災体制の見直しと強化を

1490

渡 辺 元 道  議員
　

２
月
８
日
か
ら
９
日
及
び
15

日
か
ら
16
日
の
２
週
続
け
て
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
で
交
通

が
遮
断
さ
れ
て
日
常
生
活
に
大

き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
こ
の

雪
害
に
対
す
る
防
災
対
応
に
つ

い
て
尋
ね
ま
す
。

　

何
十
年
に
一
度
あ
る
か
な
い

か
の
大
雪
だ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
す
が
、
重
要
路
線
が
通
行
不

能
と
な
っ
た
り
、
集
落
が
孤
立

し
た
り
す
る
事
態
は
、
回
避
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
経
験
が
な
い
よ
う
な
異
常

気
象
が
今
後
も
起
こ
る
こ
と
を

覚
悟
し
て
防
災
対
策
を
講
じ
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
尋

ね
ま
す
。

質
問
１　

今
回
の
積
雪
は
50
㎝

前
後
と
今
ま
で
に
な
い
積
雪
量

で
あ
り
ま
し
た
が
、
村
田
町
地

域
防
災
計
画
に
よ
り
、
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
対
応
し
た
も

の
で
し
ょ
う
か
。

町
防
災
計
画
を
見
直
し

支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す

町
長
答
弁
１　

本
町
の
防
災
計

画
で
は
、
災
害
時
の
配
備
体
制

に
は
状
況
に
よ
り
４
段
階
あ
り

ま
す
。
今
回
の
大
雪
に
つ
い
て

は
、
特
別
警
戒
配
備
の
特
別
警

戒
本
部
設
置
に
準
じ
て
総
務

課
、
建
設
課
、
農
林
課
等
の
職

員
に
よ
り
対
応
し
、
災
害
対
策

本
部
設
置
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

質
問
２　

除
雪
は
町
の
幹
線
町

道
を
各
業
者
に
委
託
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
今
回
は
幹

線
・
支
線
を
問
わ
ず
生
活
道
路

全
体
が
交
通
で
き
な
い
事
態
で

し
た
。
除
雪
し
て
い
な
い
状
況

の
な
か
、
急
病
人
が
出
て
救
急

車
の
要
請
が
あ
っ
た
と
い
う

が
、
人
命
は
保
護
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

町
長
答
弁
２　

急
病
人
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
仙
南
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
か

ら
町
に
対
し
て
本
来
県
で
行
う

県
道
除
雪
の
要
請
が
あ
り
、
除

雪
車
を
フ
ル
稼
働
し
て
町
内
主

要
幹
線
道
の
除
雪
に
当
た
っ
て

い
る
最
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、

人
命
救
助
を
最
優
先
し
除
雪
作

業
を
行
い
事
な
き
を
得
ま
し
た
。

質
問
３　

国
道
４
号
で
は
最
大

40
㎞
も
の
大
渋
滞
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

関
し
、
雪
害
対
策
及
び
車
の
立

ち
往
生
に
よ
っ
て
交
通
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
の
対
策
を
講
じ
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長
答
弁
３　

国
道
４
号
で
大

渋
滞
が
発
生
し
ま
し
た
が
本
町

の
場
合
は
、
主
に
県
道
で
の
発

生
の
可
能
性
が
あ
り
、
大
河
原

土
木
事
務
所
と
の
連
携
に
よ
り

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
防
災
計
画
に
つ

い
て
は
、
雪
害
特
有
の
対
応
も

必
要
な
こ
と
か
ら
、
県
防
災
計

画
と
整
合
性
を
図
り
、
必
要
な

項
目
を
改
定
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
４　

災
害
弱
者
の
命
を
守

る
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

県
は
要
援
護
者
の
名
簿
作
成
と

防
災
組
織
な
ど
へ
の
情
報
提
供

を
市
町
村
に
義
務
付
け
し
、
名

簿
を
民
間
団
体
に
も
提
供
で
き

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
町
で

は
防
災
計
画
の
見
直
し
と
、
要

援
護
者
名
簿
に
関
す
る
対
応

を
、
ど
の
よ
う
に
す
る
考
え
か

尋
ね
ま
す
。

町
長
答
弁
４　

災
害
対
策
基
本

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
災
害

時
の
避
難
に
お
い
て
、
特
に
配

慮
を
要
す
る
方
に
つ
い
て
名
簿

を
作
成
し
、
本
人
の
同
意
を
得

た
う
え
で
、
消
防
や
民
生
委
員

な
ど
関
係
者
に
情
報
提
供
す
る

も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
で

は
、
村
田
町
災
害
時
要
援
護
者

避
難
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
こ
れ

ま
で
約
６
０
０
名
の
方
々
が
登

録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
方
々
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
共
助
の
力
が
重
要
と
な

る
た
め
、
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

質
問
５　

記
録
的
な
大
雪
に
伴

う
農
業
被
害
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
イ
チ

ゴ
な
ど
の
農
作
物
に
及
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
損
害
額
と
救
済
策

を
尋
ね
ま
す
。

町
長
答
弁
５　

農
業
被
害
に
つ

い
て
は
３
月
３
日
現
在
、
農
業

施
設
は
主
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

１
０
９
棟
、
資
材
費
お
よ
そ

２
千
１
４
０
万
円
、
農
作
物
に

つ
い
て
は
、
い
ち
ご
、
ほ
う
れ

ん
草
ほ
か
施
設
野
菜
に
お
い

て
、
お
よ
そ
２
５
６
万
円
の
被

害
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

救
済
策
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
・
Ｊ
Ａ
と
協
議
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
町
と

し
て
①
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
豪
雪

等
災
害
応
急
資
金
貸
付
の
利
子

補
給
金
交
付
、
②
国
の
補
助
に

対
し
て
、
町
単
独
補
助
金
に
よ

る
か
さ
上
げ
、
③
水
田
農
業
推

進
協
議
会
事
業
と
し
て
、
育
苗

ハ
ウ
ス
の
被
覆
材
・
骨
材
等
の

諸
材
料
費
等
支
援
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
農
産
物
の
生
産
に
必

要
な
施
設
の
再
建
・
修
繕
に
向

け
農
業
者
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
支
援
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
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安全安心な生活基盤を整備するための　　　
　１ 除雪対策・園芸施設被害対策について
　２ 有害鳥獣対策の広域連携の考えについて

質
問
１　

78
年
ぶ
り
の
大
雪
、

記
録
的
な
降
雪
が
続
き
、
町
内
の

県
道
を
始
め
３
路
線
が
全
面
通
行

止
め
と
な
る
な
ど
、
村
田
町
全
域

で
交
通
網
が
一
時
寸
断
さ
れ
る
状

況
に
あ
っ
た
。
こ
の
事
態
に
高
齢

者
や
障
害
者
、
ひ
と
り
暮
ら
し
世

帯
な
ど
へ
の
安
否
確
認
・
救
出
等

の
対
応
状
況
と
今
後
の
除
雪
融
雪

対
策
を
問
う
。

　

町
内
の
農
林
業
の
被
害
状
況

は
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
鉄
骨
ハ
ウ

ス
で
97
棟
が
倒
壊
、
農
業
生
産

物
で
は
イ
チ
ゴ･

ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
等
で
被
害
が
確
認
さ
れ
、
調

査
が
進
む
に
つ
れ
被
害
棟
数
や

農
業
生
産
物
が
増
加
す
る
と
予

想
す
る
。

　

国
で
は
、
被
害
農
家
へ
の
支

援
策
を
正
式
決
定
し
、
倒
壊
し

た
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
再
建
、
補

修
費
用
の
助
成
を
５
割
に
引
き

上
げ
農
家
の
負
担
を
減
ら
す
と

な
っ
て
い
る
が
、
町
独
自
の
被

害
農
家
へ
の
再
建
支
援
策
を
早

急
に
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
町

長
の
考
え
を
問
う
。

◎
自
主
防
災
組
織
の
設
立
で
行

政
と
地
域
の
役
割
分
担
を

◎
施
設
の
再
建
・
修
繕
に
か
か

る
町
単
独
補
助
金
の
か
さ
上

げ
支
援
策
を
早
期
に
示
す

町
長
答
弁

１　

在
宅
で
医
療
機
器
を
使
用

し
て
い
る
方
か
ら
救
急
車
の
要

請
が
あ
り
、
現
地
へ
向
か
う
こ

と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
消

防
本
部
か
ら
の
要
請
に
よ
り
主

要
幹
線
道
の
除
雪
の
最
中
で

あ
っ
た
が
、
人
命
救
助
を
最
優

先
さ
せ
町
が
緊
急
的
な
県
道
除

雪
を
行
い
事
な
き
を
得
た
。
大

雪
が
再
び
起
こ
り
え
る
も
の
と

と
ら
え
、
行
政
区
長
を
は
じ
め

各
地
域
の
住
民
の
方
々
や
地
域

の
自
主
防
災
組
織
等
と
十
分
協

議
を
重
ね
除
雪
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。
Ｊ
Ａ
の
利
子
補
給
金

の
交
付
、
国
の
１
／
２
補
助
に

対
し
て
町
単
独
補
助
金
に
よ
る

か
さ
上
げ
、
水
田
農
業
推
進
協

議
会
事
業
の
豪
雪
被
害
対
策
に

お
け
る
育
苗
ハ
ウ
ス
の
諸
材
料

費
等
へ
の
支
援
の
３
点
の
支
援

策
を
検
討
、
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
支
援
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

追
質
問　

除
雪
路
線
の
町
民
へ

の
周
知
手
段
は
。

建
設
課
長　

除
雪
路
線
は
区
長

を
通
じ
て
周
知
を
図
り
、
町
民

へ
の
広
報
等
は
検
討
す
る
。

追
質
問　

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
燃
料
代
の
支
給
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長　

燃
料
代
に
つ
い
て

は
、
今
回
に
限
り
支
給
す
る
こ

と
で
検
討
し
て
い
る
。

質
問
２　

鳥
獣
被
害
は
耕
作
放

棄
地
の
増
大
、
狩
猟
者
の
減
少
、

温
暖
化
に
よ
る
死
亡
率
の
低
下

な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
生
息
域
が
人
間

の
生
活
圏
と
重
な
り
合
い
多
大

な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
更
な
る
防
止
対
策
を
求
め

る
声
が
出
さ
れ
て
お
り
制
度
改

定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
有
害

鳥
獣
害
対
策
と
し
て
電
気
柵
等

設
置
し
た
場
合
に
、
出
荷
販
売

者
は
交
付
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
、
自
家
消
費
の
生
産
者
に
は

交
付
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
処
分
に

つ
い
て
苦
慮
し
て
い
る
状
況
か

ら
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
を
問
う
。

（1）
有
害
鳥
獣
害
対
策
施
設
（
電

気
柵
等
）
に
対
す
る
支
援
制
度

の
拡
大
に
つ
い
て

（2）
捕
獲
（
イ
ノ
シ
シ
等
）
に
係

る
隣
接
市
町
と
の
一
斉
駆
除
対

応
に
つ
い
て

（3）
捕
獲
物
の
焼
却
処
分
に
お
け

る
協
力
体
制
・
埋
設
処
分
の
場

所
の
確
保
等
、
近
隣
市
町
と
の

連
携
に
つ
い
て

◎
４
月
よ
り
電
気
柵
等
の
施

設
費
用
の
拡
大
を
実
施

◎
町
有
地
内
に
イ
ノ
シ
シ
の

埋
設
場
所
を
確
保

町
長
答
弁

２　

（1）
本
年
４
月
よ
り
自
家
消

費
目
的
の
農
作
物
生
産
農
家
に

対
し
て
も
支
援
策
を
拡
大
。
出

荷
目
的
の
農
作
物
生
産
農
家
に

対
し
て
施
設
設
置
費
用
の
１
／

２
、
金
額
の
上
限
10
万
円
ま
で

引
き
上
げ
を
行
う
。

（2）
近
隣
市
町
は
も
と
よ
り
宮
城

県
、
猟
友
会
柴
田
支
部
な
ど
の

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

（3）
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
処
分

は
困
難
な
状
況
が
見
込
ま
れ
る

の
で
、
町
有
地
内
に
埋
設
場
所

を
確
保
す
る
。
角
田
衛
生
セ
ン

タ
ー
で
の
焼
却
処
分
等
、
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
し
連
携
対

応
し
た
い
。

15

大雪で倒壊したハウス
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□ □ □ □ 議員

１ 印刷機の使用について　２ 子育て支援について
３ 都市計画について　　　４ 社会福祉協議会について
５ 柴田斎苑について

１　

印
刷
機
の
使
用
に
つ
い
て

質
問　

議
員
が
議
会
報
告
を
印

刷
す
る
の
に
、
印
刷
機
が
な
い

の
で
は
、
そ
の
使
命
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
に
は

印
刷
機
が
あ
り
ま
す
。
議
員
に

印
刷
機
を
使
っ
て
議
会
報
告
を

ど
ん
ど
ん
発
行
し
て
も
ら
い
、

町
も
広
報
等
に
よ
り
ど
ん
ど
ん

情
報
公
開
し
、
町
民
に
情
報
を

迅
速
か
つ
正
確
に
伝
え
る
こ
と

に
よ
り
、
町
、
議
会
、
町
民
が

一
体
と
な
っ
て
議
論
し
「
道
義

の
町
」
を
つ
く
る
、
正
に
「
本

当
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
長
は
、
町
に
あ
る
印
刷
機

を
議
員
に
「
是
非
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い
う
提
案
を
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長
答
弁　

本
町
議
会
の
広
報

活
動
の
あ
り
方
、
議
員
の
議
会

報
告
に
つ
い
て
の
社
会
通
念
上

の
範
囲
等
に
つ
い
て
、
議
会
全

体
で
ご
協
議
い
た
だ
き
、
議
会

の
総
意
と
い
う
形
で
そ
の
位
置

づ
け
を
明
確
化
し
、
改
め
て
方

向
性
を
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
ま
す
。

２　

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

質
問　

町
の
担
い
手
と
も
言
え

る
若
い
子
育
て
世
代
か
ら
見
放

さ
れ
て
は
、
町
の
発
展
は
あ
り

え
ま
せ
ん
。

　

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
ひ

と
つ
「
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
」
以
外
に
町
が
誇
る
べ

き
子
育
て
支
援
策
が
あ
れ
ば
、

あ
る
い
は
今
後
予
定
し
て
い
る

支
援
策
が
あ
れ
ば
、
子
育
て
世

代
に
向
か
っ
て
情
報
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
答
弁　
「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
」
以
外
の
そ
の

他
で
は
、平
成
24
年
度
よ
り
「
す

こ
や
か
出
生
祝
い
金
」
を
第
２

子
以
降
の
出
生
時
に
拡
大
、
平

成
24
年
７
月
か
ら
乳
児
用
家
庭

ご
み
袋
支
給
事
業
を
実
施
。
助

成
事
業
以
外
で
は
、
平
成
24
年

度
よ
り
幼
稚
園
の
３
年
保
育
を

ス
タ
ー
ト
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
、
現
在
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定

中
で
す
。

追
質
問　

学
童
保
育
で
は
、
定

員
オ
ー
バ
ー
を
理
由
に
申
し
込

ん
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ

と
は
あ
る
の
で
す
か
。

町
長
答
弁　

極
力
、
受
け
入
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

追
質
問　

子
育
て
世
代
の
若
い

人
た
ち
を
対
象
に
直
接
「
生
の

声
」
を
聞
く
懇
談
会
を
開
く
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
は
。

町
長
答
弁　

12
月
、
１
月
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
に
基
づ
き
検
討
し
た
い
。

（「
夏
の
暑
さ
を
考
え
れ
ば
、
幼

稚
園
（
子
ど
も
た
ち
の
部
屋
一

つ
）
に
は
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が

必
要
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、う
っ

か
り
答
弁
を
求
め
る
の
を
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
町
は
、
こ

の
夏
に
間
に
合
う
よ
う
に
設
置

す
べ
き
で
す
。
大
し
た
金
額
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

３　

都
市
計
画
に
つ
い
て

質
問　

新
小
谷
地
団
地
・
葬
祭

会
館
へ
の
入
り
口
、
例
の
変
則

的
な
「
５
差
路
」
の
交
差
点
は
、

危
険
こ
の
上
あ
り
ま
せ
ん
。
速

や
か
に
改
修
工
事
に
取
り
か
か

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　

変
則
的
な
「
５
差
路
」
の
交

差
点
近
く
に
は
ア
パ
ー
ト
が
あ

り
ま
す
。
住
民
は
「
歩
道
」
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
河

原
土
木
事
務
所
に
よ
る
と
「
側

道
」
と
の
こ
と
で
、
ア
パ
ー
ト

関
係
者
の
車
が
通
行
し
ま
す
。

昨
年
末
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
も
オ
ー
プ
ン
し
、「
６

差
路
」
と
も
言
え
る
危
険
極
ま

り
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

町
は
、
土
木
事
務
所
に
「
あ

そ
こ
は
側
道
で
は
な
く
歩
道
に

し
て
も
ら
い
た
い
」
の
要
望
書

を
提
出
し
、
未
然
に
事
故
を
防

止
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
町

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

町
長
答
弁　

今
後
の
対
策
と
し

て
、
当
該
地
域
の
方
々
の
意
見

等
を
十
分
参
酌
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

追
質
問　

信
号
機
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
町
長
が
先
頭
に
な
っ

て
大
い
に
が
ん
ば
る
努
力
を
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

町
長
答
弁　

両
方
の
総
意
を

も
っ
て
解
決
に
取
り
組
み
た
い
。

（「
当
該
地
域
の
方
々
の
意
見
等

を
十
分
参
酌
」
と
は
、
具
体
的

に
何
を
ど
う
す
る
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
じ
め
に
、

町
は
、「
交
差
点
の
付
け
替
え

に
よ
る
改
修
工
事
」
の
基
本
計

画
を
作
成
し
、
そ
し
て
「
合
意
」

す
る
の
が
順
番
で
す
。
青
写
真

の
提
示
が
不
可
欠
で
す
）

４　

新
し
い
社
会
福
祉
協
議
会

に
つ
い
て

質
問　

基
本
構
想
つ
ま
り
町
の

将
来
の
「
福
祉
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
町
、
議
会
、
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
話
し
合
い
・
議
論

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
の
仮
称
「
村
田
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
検
討
委
員
会
の
設

置
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
長
の
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

町
長
答
弁　

検
討
委
員
会
設
置

の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（「
柴
田
斎
苑
に
つ
い
て
」
は
割
愛
）

16

高 橋 典 久  議員
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太 田 初 美  議員

大雪被害の農家支援を

１　

記
録
的
大
雪
の
対
応
に
つ

い
て

　

気
候
変
動
に
よ
る
近
年
の
自

然
災
害
は
激
甚
化
の
傾
向
に
あ

る
一
方
、
温
暖
化
に
よ
る
影
響

で
本
町
の
降
雪
量
は
年
々
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
２
月
に
発
生

し
た
南
岸
低
気
圧
の
影
響
で
本

町
で
も
記
録
的
な
降
雪
に
よ
り

交
通
網
の
寸
断
、停
電
、ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
等
で
住
民
生

活
に
も
支
障
が
生
じ
た
。
大
雪

に
対
す
る
町
の
対
応
を
問
う
。

質
問
１　

気
象
庁
は
２
月
８
日

（
土
）
と
15
日
（
土
）
の
週
末
に

大
雪
警
報
を
２
回
に
わ
た
り
発

表
し
た
。
本
庁
で
は
、
気
象
庁

の
大
雪
警
報
を
受
け
ど
の
よ
う

な
対
策
、
対
応
を
と
っ
た
の
か
。

町
長
答
弁
１　

建
設
課
で
は
気

象
情
報
を
事
前
に
確
認
し
町
内

全
域
の
積
雪
状
況
を
調
査
し
て

除
雪
作
業
の
指
示
を
し
た
。
ま

た
、
倒
木
や
電
線
が
下
が
っ
た

こ
と
に
よ
り
除
雪
作
業
に
支
障

が
生
じ
た
。
町
職
員
は
大
雪
に

対
し
特
別
警
戒
配
備
に
準
じ
た

配
備
体
制
で
対
応
し
た
。

質
問
２　

除
雪
の
主
要
路
線
か

ら
外
れ
た
住
民
か
ら
除
雪
依
頼
が

殺
到
し
た
と
思
う
。
委
託
路
線
以

外
の
除
雪
を
ど
う
し
た
の
か
。

町
長
答
弁
２　

除
雪
作
業
は
積

雪
量
が
多
い
た
め
に
同
じ
路
線

を
２
度
３
度
の
繰
り
返
し
の
作

業
や
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生

し
、
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。

ま
た
、
各
地
域
よ
り
除
雪
依
頼

の
要
望
が
相
次
ぎ
、
状
況
を
判

断
し
な
が
ら
対
応
可
能
な
所
へ

重
機
を
差
し
向
け
た
。

質
問
３　

大
雪
に
よ
っ
て
、
農

業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
作
物
に

被
害
が
出
た
。
今
後
の
対
策
は

ど
う
す
る
の
か
。

町
長
答
弁
３　

救
済
策
に
つ
い

て
は
国
・
県
・
Ｊ
Ａ
と
協
議
し

て
い
る
。
町
と
し
て
①
利
子
補

給
金
の
交
付
②
農
産
物
の
生
産

に
必
要
な
施
設
の
再
建
・
修
繕

に
係
る
費
用
及
び
倒
壊
し
た
施

設
の
撤
去
に
係
る
支
援
の
国
１

／
２
補
助
に
対
し
て
町
単
独
に

よ
る
か
さ
上
げ
③
育
苗
ハ
ウ
ス

の
被
覆
材
・
骨
材
等
の
諸
材
料

費
等
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い

る
。
国
県
に
お
い
て
詳
し
い
取

り
組
み
要
件
が
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
農
産
物
の
生
産
に
必
要

な
施
設
の
再
建
・
修
繕
に
向
け

農
業
者
の
負
担
を
軽
減
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
支
援

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

追
質
問　

大
雪
に
よ
っ
て
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
や
野
菜
等
の
農
業
被

害
が
発
生
し
た
。
被
災
農
家
に

対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
国
・

県
の
支
援
内
容
を
取
り
ま
と
め

速
や
か
に
対
処
し
て
ほ
し
い
。

２　

新
年
度
の
行
財
政
運
営
に

つ
い
て

質
問
１　

新
年
度
は
町
民
の
暮

ら
し
の
向
上
に
重
点
を
置
く
と

い
う
観
点
か
ら
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
は
じ
め
継
続
事

業
や
新
規
事
業
が
多
く
盛
り
込

ま
れ
、
繰
入
金
と
し
て
６
億
６

千
４
百
万
円
計
上
さ
れ
た
。
各

種
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
事
業

名
と
金
額
並
び
に
各
種
基
金
残

高
の
詳
細
は
。

町
長
答
弁
１　

公
共
施
設
建
設

等
基
金
か
ら
２
億
１
千
万
円
を

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

に
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基
金

か
ら
１
千
１
０
０
万
円
を
防
災

対
策
事
業
に
充
当
す
る
。
財
政

調
整
基
金
、
減
債
基
金
等
に
つ

い
て
は
４
億
４
千
３
０
１
万
５

千
円
を
一
般
財
源
に
繰
り
入
れ

る
。
平
成
26
年
度
末
残
高
見
込

み
は
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基

金
を
合
わ
せ
て
３
億
７
千
４
３

３
万
５
千
円
、
そ
の
他
の
基
金

１
億
５
０
８
万
９
千
円
と
な
り

各
種
基
金
合
計
は
５
億
２
千
９

５
２
万
４
千
円
の
見
込
み
。

質
問
２　

施
政
方
針
及
び
実
施

計
画
の
説
明
資
料
で
、
新
年
度
か

ら
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
事
業
名
と
事
業
費
が
示

さ
れ
た
。
新
規
事
業
と
し
て
取
り

組
む
町
道
迫
線
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ

事
業
、
地
域
新
交
通
シ
ス
テ
ム
事

業
の
詳
細
を
問
う
。

町
長
答
弁
２　

簡
易
パ
ー
キ
ン

グ
事
業
は
、
道
の
駅
村
田
の
防

災
拠
点
化
と
し
て
整
備
す
る
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は

交
通
弱
者
の
公
共
交
通
の
充
実

を
図
る
た
め
、
本
年
10
月
の
運

行
開
始
を
目
指
す
。
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□ □ □ □ 議員

挫折の原因の究明と新たな流れとしての活性化
竹の内産廃の第２期工と町道高田・関場線の南進 /
村田町の南口整備について
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佐 藤 正 隆  議員

質
問
１　

竹
の
内
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
（
竹
の
内
産
廃
）

第
２
期
支
障
除
去
工
の
進
め
方

に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
第
２
期

支
障
除
去
工
が
私
た
ち
の
求
め

る
竹
の
内
の
浄
化
で
は
な
く
、

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
（
廃
掃
法
）
の
規
制

限
度
内
、
が
ま
ん
濃
度
を
示
し

て
終
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
に
来
て
、
竹
の
内
産
廃
場

の
浄
化
に
有
効
な
提
言
が
で
き
る

の
は
活
動
７
年
目
に
入
っ
た
評
価

委
員
会
が
唯
一
の
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
評
価
委
員
長
は
国

の
環
境
審
議
の
重
鎮
で
あ
り
、

県
の
環
境
審
議
委
員
長
と
し
て

斯
界
の
指
導
的
立
場
に
あ
り
ま

す
。
竹
の
内
施
策
を
こ
の
種
の

事
案
収
束
の
モ
デ
ル
に
し
た
い

と
お
考
え
の
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
は
委
員
長
の
後
押
し

を
得
て
、
現
地
調
査
小
委
員
会

を
構
成
す
る
な
ど
懸
案
の
検

討
・
調
査
を
進
め
て
活
発
な
委

員
会
の
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
流
れ
を
一
歩
進
め
る

形
で
、
評
価
委
員
と
役
場
を
含

め
た
広
範
な
地
域
住
民
の
懇
談

の
場
が
設
定
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

竹
の
内
評
価
委
員
会
に
は

機
会
を
み
て
あ
い
さ
つ
し

ま
す

町
長
答
弁
１　

竹
の
内
処
分
場

評
価
委
員
会
に
出
席
し
て
先
生

方
に
ご
あ
い
さ
つ
す
る
件
は
、

私
の
代
わ
り
に
出
席
し
て
い
る

副
町
長
か
ら
毎
回
詳
し
く
復
命

を
受
け
て
、
評
価
委
員
会
で
の

や
り
取
り
の
様
子
な
ど
子
細
に

承
知
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
機

会
を
と
ら
え
て
私
が
出
席
し
て

先
生
方
に
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た

し
ま
す
。

　

評
価
委
員
の
先
生
方
と
役
場

幹
部
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
懇

談
会
、
意
見
交
換
会
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
の
町
の
４
者
協
議
会

な
ど
で
の
意
見
を
集
約
し
て
県

に
届
け
て
あ
る
の
で
そ
の
結
果

を
見
て
し
か
る
べ
く
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

追
質
問　

竹
の
内
は
産
廃
物
を

満
載
し
て
脱
線
し
た
ト
ロ
ッ
コ

の
よ
う
な
も
の
。
み
ん
な
の
力

で
レ
ー
ル
に
戻
し
、
し
か
る
べ

き
終
着
点
に
送
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
町
長
の
手
も
借
り
て

始
末
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
大

き
な
宿
題
で
す
。

質
問
２　

町
道
高
田
関
場
線
南
進

と
村
田
南
口
の
整
備
に
つ
い
て

　

待
ち
に
待
っ
た
町
道
高
田
関

場
線
の
南
進
が
目
に
見
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

先
線
の
整
備
を
ど
う
す
べ
き
か

を
考
え
る
と
、
町
に
と
っ
て
の

南
玄
関
線
と
も
言
う
べ
き
国
道

４
号
か
ら
村
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
主
幹
線
道
、
背
骨
線

と
し
て
ど
う
絡
ま
せ
て
い
け

ば
い
い
の
か
の
検
討
も
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
よ
う
や
く
そ
の
考
え
方

を
進
め
る
機
会
が
来
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
時
点
で
発
表
で
き
る
範
囲

の
計
画
概
要
、
心
づ
も
り
を
お

示
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

計
画
が
固
ま
る
前
に
、
待
ち

こ
が
れ
た
地
域
に
そ
れ
を
示
し

み
ん
な
で
考
え
る
町
づ
く
り
の

一
コ
マ
に
で
き
な
い
か
。
町
民

が
参
加
す
る
町
づ
く
り
計
画
を

具
体
化
す
る
第
一
例
に
で
き
な

い
か
。

今
年
完
成
す
る
高
田
関
場

線
と
そ
の
先
線
の
線
引
き

な
ど
県
道
・
主
要
地
方
道

と
の
接
続
を
念
頭
に
県
と

の
話
し
合
い
に
入
り
ま
す

町
長
答
弁
２　

町
道
高
田
関
場

線
の
南
進
と
そ
の
先
線
と
し
て

の
関
場
線
の
拡
幅
整
備
は
、
同

線
の
工
事
予
算
が
措
置
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
村
田
南
口
幹
線
、

沼
辺
地
区
再
開
発
の
考
え
方
を

念
頭
に
、
県
と
具
体
案
を
練
る

場
を
用
意
す
る
と
こ
ろ
ま
で
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
平
成
26
年
度
中
に
概

要
を
ま
と
め
、
し
か
る
べ
き
時

に
地
元
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得

て
協
議
を
し
、
み
ん
な
で
作
る

私
た
ち
の
町
の
第
一
弾
に
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

県
道
亘
理
大
河
原
川
崎
線
の

元
関
場
橋
の
狭
あ
い
解
消
、
県

道
亘
理
村
田
線
の
町
道
高
田
関

場
線
へ
の
接
続
な
ど
、
さ
し
あ

た
り
の
改
良
案
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
あ
る
べ
き
町
の
将
来
を

見
越
し
た
発
展
計
画
、
集
落
再

編
的
な
沼
辺
バ
イ
パ
ス
構
想
な

ど
も
視
野
に
入
れ
て
話
し
合
い

の
席
に
着
き
ま
す
。
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調
査
結
果
報
告

１　

調
査
事
件

　

河
川
管
理
状
況
調
査

　

２
年
連
続
で
発
生
し
た
一
級

河
川
新
川
の
決
壊
を
受
け
、
本

町
に
存
す
る
河
川
の
管
理
状
況

等
を
調
査
し
、
今
後
の
河
川
管

理
の
充
実
及
び
未
然
防
止
等
に

資
す
る
も
の
で
あ
る
。

２　

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

⑴ 

付
託
年
月
日

　

平
成
25
年
３
月
15
日

⑵
調
査
特
別
委
員
会
設
置

　

平
成
25
年
３
月
15
日

⑶ 
委
員
会
構
成

　

議
長
を
除
く
全
議
員
（
13
人
）

　

委
員
長　

渡
辺
元
道

　

副
委
員
長　

遠
藤　

実

⑷ 

調
査
期
限

　

平
成
26
年
３
月
定
例
会
終
了
迄

３　

調
査
事
項

⑴ 

宮
城
県
管
理
河
川

　

①
坪
沼
川
②
沢
戸
川
③
新
川

　

④
一
本
松
川
⑤
荒
川

⑵ 

村
田
町
管
理
河
川

　

①
関
場
川
②
沼
田
川

４　

調
査
の
経
過

第
１
回  

平
成
25
年
３
月
15
日

　

委
員
長
、
副
委
員
長
の
互
選

第
２
回　

 

平
成
25
年
６
月
６
日

　

委
員
会
運
営
に
関
す
る
協
議

第
３
回 　

平
成
25
年
６
月
21
日

　

調
査
河
川
（
菅
生
地
区
）
坪

沼
川
、
沢
戸
川

　

地
元
参
加
者
：
菅
生
自
治
振

興
協
議
会
会
長
、
菅
生
上
地
区

行
政
区
長
、
菅
生
下
地
区
行
政

区
長
、
ほ
か
地
元
住
民

第
４
回　

平
成
25
年
７
月
19
日

　

調
査
河
川
（
足
立
地
区
）
荒

川　
（
村
田
地
区
）
荒
川
、
一

本
松
川

説
明
員
：
建
設
課
長
、
同
総
括

主
査

地
元
参
加
者
：
足
立
西
地
区
行

政
区
長
、
本
町
地
区
行
政
区
長
、

荒
町
地
区
行
政
区
長
、
内
町
地

区
行
政
区
長
、
ほ
か
地
元
住
民

第
５
回　

平
成
25
年
10
月
28
日

　

調
査
河
川
（
小
泉
・
沼
辺
地

区
）
新
川

説
明
員
：
建
設
課
長
、
同
総
括

主
査

地
元
参
加
者
：
小
泉
中
地
区
行

政
区
長
、
小
泉
東
地
区
行
政
区

長
、
沼
辺
北
地
区
行
政
区
長
、

ほ
か
地
元
住
民

第
６
回　

平
成
25
年
１
月
25
日

　

調
査
河
川
（
関
場
地
区
）
関

場
川　
（
沼
田
地
区
）
沼
田
川

（
沼
辺
地
区
）
新
川
白
石
川
合

流
点

説
明
員
：
建
設
課
長
、
同
総
括

主
査

地
元
参
加
者
：
沼
辺
南
地
区
行

政
区
長
、
寄
井
地
区
行
政
区
長
、

関
場
地
区
行
政
区
長
、
沼
田
地

区
行
政
区
長
、
ほ
か
地
元
住
民

第
７
回　

平
成
26
年
１
月
31
日

　

調
査
内
容
：
宮
城
県
の
河
川

管
理
状
況
に
つ
い
て

村
田
町
の
河
川
管
理
状
況
に
つ

い
て

説
明
員
：
宮
城
県
大
河
原
土
木

事
務
所
河
川
砂
防
第
二
班
長

建
設
課
長
、
同
総
括
主
査

第
８
回　

平
成
26
年
２
月
18
日

　

調
査
結
果
報
告
書
内
容
協

議
・
採
決

５　

調
査
の
結
果

　

本
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
調
査
事
項
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
第
１
１
０
条
及

び
村
田
町
議
会
委
員
会
条
例
第

５
条
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ

れ
た
本
特
別
委
員
会
に
お
い
て

は
、
２
年
連
続
で
発
生
し
た
一

級
河
川
新
川
の
決
壊
を
受
け
、

本
町
に
存
す
る
河
川
の
管
理
状

況
等
を
調
査
し
、
今
後
の
河
川

管
理
の
充
実
及
び
未
然
防
止
等

に
資
す
る
た
め
実
施
し
た
。
調

査
に
あ
た
っ
て
は
、
第
３
回
か

ら
第
６
回
特
別
委
員
会
ま
で
合

計
４
回
に
わ
た
り
現
地
調
査
を

行
う
に
あ
た
り
、
行
政
区
長
を

は
じ
め
地
元
住
民
及
び
執
行
機

関
か
ら
町
内
河
川
の
現
状
報
告

を
受
け
、
さ
ら
に
第
７
回
特
別

委
員
会
で
は
宮
城
県
管
理
河
川

の
担
当
部
署
で
あ
る
大
河
原
土

木
事
務
所
か
ら
説
明
を
求
め
る

な
ど
、
調
査
に
あ
た
り
慎
重
を

期
し
た
。

（1）
宮
城
県
管
理
河
川

①
坪
沼
川

　

舘
大
橋
（
県
道
名
取
村
田
線
）

付
近
の
河
川
断
面
が
狭
小
で
あ

り
、
豪
雨
時
に
氾
濫
の
危
険
性

が
あ
り
早
急
な
河
川
改
修
が
必

要
で
あ
る
。
な
お
、
宮
城
県
で

は
平
成
24
年
６
月
に
溢
水
し
た

区
間
、
東
北
自
動
車
道
よ
り
上

流
域
約
７
０
０
ｍ
の
堆
積
土
砂

等
を
撤
去
し
、
河
道
断
面
の
確
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保
を
図
る
た
め
坪
沼
川
河
道
掘
削

工
事
を
平
成
25
年
度
に
実
施
し
維

持
管
理
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
平

成
26
年
度
以
降
予
定
事
業
と
し
て

坪
沼
川
河
川
改
修
事
業
を
計
画
し

て
い
る
。

②
沢
戸
川

　

菅
生
字
町
東
裏
地
内
の
県
道
名

取
村
田
線
を
横
断
す
る
付
近
は

河
川
勾
配
が
緩
く
、
土
砂
等
の
堆

積
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
蛇
行
し

て
お
り
一
部
法
面
の
欠
落
が
散
見

さ
れ
た
。
な
お
宮
城
県
で
は
堆
積

土
砂
等
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度

以
降
予
定
事
業
と
し
て
沢
戸
川
河

道
掘
削
工
事
を
計
画
し
て
い
る
ほ

か
、
一
部
法
面
の
欠
落
に
つ
い
て

は
、
河
川
災
害
復
旧
工
事
を
実
施

し
対
応
を
進
め
て
い
る
。

③
新
川

　

本
特
別
委
員
会
設
置
の
直
接
的

原
因
と
な
っ
た
、
平
成
24
年
６

月
の
台
風
に
よ
る
災
害
復
旧
等
の

対
応
と
し
て
、
河
川
災
害
復
旧
工

事
及
び
関
連
工
事
等
を
継
続
事
業

と
し
て
実
施
し
、
破
堤
箇
所
の
復

旧
と
河
道
断
面
（
流
水
断
面
）
の

拡
大
、
護
岸
設
置
に
よ
る
堤
防
強

化
と
耕
作
地
の
復
旧
等
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。（
荒
川
約

９
０
０
ｍ　

新
川
約
１
５
０
０

ｍ
）
な
お
、
事
業
進
捗
率
は
約

92
％
と
な
っ
て
お
り
、
残
り
の
約

８
％
は
耕
作
期
間
を
考
慮
し
平
成

26
年
11
月
よ
り
護
岸
残
工
事
再
開

の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
へ
の
住
民
説
明
会
も
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　

河
川
災
害
関
連
工
事
上
流
端

よ
り
真
音
川
合
流
点
ま
で
の
約

１
７
０
０
ｍ
区
間
の
堆
積
土
砂
等

の
撤
去
が
実
施
さ
れ
河
道
断
面
の

確
保
を
図
っ
て
い
る
。

④
一
本
松
川

　

平
成
24
年
６
月
の
台
風
に
よ
る

溢
水
し
た
区
間
で
あ
り
、
宮
城
交

通
（
株
）
村
田
営
業
所
か
ら
の
上

流
域
、
約
４
０
０
ｍ
の
堆
積
土
砂

等
の
撤
去
が
実
施
さ
れ
河
道
断
面

の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

⑤
荒
川

・
荒
川
橋
下
流
か
ら
新
川
と
の
合

流
点
ま
で
の
約
１
１
０
０
ｍ
区
間

の
堆
積
土
砂
等
の
撤
去
が
実
施

さ
れ
河
道
断
面
の
確
保
を
図
っ
て

い
る
。
な
お
、
宮
城
県
で
は
平
成

26
年
度
以
降
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ａ

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合
の

裏
側
か
ら
二
月
田
橋
ま
で
の
約

１
０
０
０
ｍ
区
間
の
堆
積
土
砂
等

の
撤
去
工
事
の
ほ
か
、
新
川
合
流

点
か
ら
上
流
（
中
原
の
県
道
と
の

接
合
部
）
ま
で
の
約
２
２
５
０
ｍ

区
間
で
護
岸
工
事
及
び
河
道
掘
削

工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

・
村
田
字
下
河
原
地
内
に
お
け
る

応
急
処
理
箇
所
が
一
部
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
早
期
復
旧
実
施
が

必
要
な
状
況
に
あ
る
こ
と
、
ま
た

農
地
へ
の
越
水
対
策
の
実
施
（
堆

積
土
砂
等
の
撤
去
及
び
流
木
等
の

撤
去
）
と
村
田
大
堰
の
取
水
施
設

改
修
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。
ま

た
、
洪
水
時
の
農
業
用
取
水
施
設

操
作
の
改
善
策
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
。

・
元
関
場
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
洪
水
情
報
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
情

報
に
基
づ
く
、
町
民
へ
の
早
期
周

知
策
に
つ
い
て
及
び
速
や
か
な
水

防
活
動
へ
つ
な
げ
る
方
策
に
つ
い

て
、
更
な
る
向
上
の
余
地
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
。

・
沼
辺
字
牡
丹
山
地
内
の
狭
隘
な

道
路
と
巻
橋
の
老
朽
化
に
伴
う
橋

梁
整
備
計
画
の
策
定
及
び
実
施
に

つ
い
て
、
早
期
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

・
白
石
川
と
の
合
流
箇
所
か
ら
上

流
域
の
環
境
整
備
（
樹
木
の
伐
採

処
理
・
耕
作
地
法
面
崩
落
箇
所
の

災
害
復
旧
工
事
等
の
実
施
）
に
つ

い
て
、
早
期
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
。

（2）
村
田
町
管
理
河
川

①
関
場
川

・
堆
積
土
砂
等
の
撤
去
工
事
を
実

施
し
、
河
道
断
面
の
確
保
を
図
っ

て
い
る
。

②
沼
田
川

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
堆
積
土
砂

等
の
撤
去
工
事
を
実
施
し
、
河
道

断
面
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

６　

少
数
意
見
の
留
保　

な
し

７　

委
員
会
所
見

　

本
特
別
委
員
会
は
、
町
内
に
存

す
る
河
川
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

主
眼
に
置
き
、
災
害
復
旧
状
況
及

び
維
持
管
理
状
況
等
の
現
状
調
査

を
実
施
し
た
。

　

宮
城
県
管
理
河
川
で
は
、
特
に

本
特
別
委
員
会
設
置
に
起
因
す
る

平
成
24
年
６
月
の
台
風
に
よ
る
新

川
の
河
川
災
害
復
旧
状
況
に
つ
い

て
、
破
堤
箇
所
の
復
旧
及
び
河
道

断
面
の
拡
大
、
護
岸
工
事
に
よ
る

堤
防
の
強
化
が
確
実
に
進
捗
し
て

い
る
状
況
が
確
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
の
宮
城
県
管
理
河
川
に

つ
い
て
も
、
大
河
原
土
木
事
務
所

管
内
に
お
け
る
河
川
管
理
等
に
か

か
る
予
算
の
う
ち
、
約
50
％
と
な

る
６
億
円
が
本
町
に
存
す
る
河
川

管
理
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
平
成

25
年
度
に
河
道
掘
削
工
事
や
護
岸

工
事
等
が
適
宜
実
施
さ
れ
て
い
る

状
況
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
平
成

25
年
度
以
降
も
河
川
改
修
事
業
等

（
事
業
費
：
約
15
億
円
か
ら
20
億

円
）
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

村
田
町
管
理
河
川
で
は
、
関
場

川
及
び
沼
田
川
で
堆
積
土
砂
等
の

撤
去
工
事
等
が
適
宜
実
施
さ
れ
、

河
道
断
面
の
確
保
を
図
っ
て
い
る

状
況
が
確
認
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
か
ら
は

河
川
改
修
の
み
な
ら
ず
立
木
・
除

草
・
流
木
処
理
な
ど
の
要
望
や
課

題
も
あ
り
、
単
に
治
水
安
全
度
を

高
め
る
事
業
実
施
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
住
民
や
各
種
関
係
団
体

等
と
よ
り
一
層
の
情
報
共
有
に
努

め
る
ほ
か
、
安
全
安
心
な
生
活
基

盤
の
確
保
を
図
る
計
画
策
定
や
事

業
実
施
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
上
記
の
と
お
り
平
成
26
年

度
以
降
の
宮
城
県
管
理
河
川
の
事

業
に
お
い
て
は
、
事
業
の
確
実
な

実
施
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
執
行
部

か
ら
宮
城
県
に
対
し
引
き
続
き
要

請
に
努
め
ら
れ
た
い
。

現地調査風景（新川）

審査状況
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○
調
査
結
果

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
等

の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利

用
者
の
希
望
を
尊
重
し
た
総
合
的

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
し

く
み
で
、
対
象
者
は
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
）
と
第
２
号
被

保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の

各
医
療
保
険
加
入
者
）
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
12
月
末
現
在
の
第
１

号
被
保
険
者
数
は
３
千
３
９
２

人
。
第
２
号
被
保
険
者
は
３
千
９

６
４
人
で
そ
の
合
計
は
７
千
３
５

６
人
。
町
民
の
約
６
割
が
介
護
保

険
制
度
の
加
入
者
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
12
月
末
現
在
の
要
介

護
・
要
支
援
の
認
定
者
数
は
５
７

６
人
で
あ
る
。

　

施
設
に
は
介
護
老
人
福
祉
施

設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
が
あ
り
、
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
経
過
措
置
期

間
が
終
了
し
平
成
21
年
４
月
以
降

は
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
の
み

が
利
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

要
介
護
者
の
増
加
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
多
様
化
に
よ
る
介
護
給
付

費
に
つ
い
て
は
平
成
12
年
の
創
設

当
初
は
約
４
億
円
で
あ
っ
た
が
、

平
成
25
年
で
は
10
億
円
を
超
え
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

○
委
員
会
所
見

　

超
高
齢
化
社
会
が
目
前
に
迫
っ

て
い
る
。
高
齢
者
人
口
の
増
加
と

と
も
に
、
介
護
給
付
費
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
今
後

団
塊
の
世
代
が
第
１
号
被
保
険
者

と
な
れ
ば
更
な
る
介
護
給
付
費
の

増
加
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
。

　

現
在
、
介
護
予
防
事
業
の
取
り

組
み
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
第

一
次
予
防
事
業
の
啓
発
事
業
や
地

域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
、
第

二
次
予
防
事
業
の
予
防
事
業
対
象

者
把
握
事
業
は
、
介
護
認
定
と
な

る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
の
把
握
及

び
意
識
改
革
に
よ
る
要
介
護
認
定

者
の
減
少
と
な
り
、
医
療
費
の
抑

制
さ
ら
に
は
介
護
給
付
費
の
抑
制

に
も
つ
な
が
る
。

　

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活

が
続
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、
在
宅
介
護
者
へ

の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会
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常任委員会

介護保険行政について

文化財保護行政／社会教育の振興について

○
調
査
結
果

１　

文
化
財
保
護
行
政
に
つ
い
て

　

先
人
の
残
し
た
貴
重
な
文
化
的

遺
産
を
受
け
継
ぎ
、
文
化
財
の
保

護
と
活
用
を
推
進
す
る
。

・
文
化
財
保
護
委
員
会

　

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
審
議

す
る
た
め
、
年
２
回
開
催
。

・
埋
蔵
文
化
財
遺
跡
パ
ト
ロ
ー
ル

　

町
内
１
８
８
箇
所
の
遺
跡
か
ら

５
箇
所
を
選
定
し
て
、
現
状
を
調

査
し
県
教
育
委
員
会
へ
報
告
す
る
。

・
埋
蔵
文
化
財
の
工
事
立
会
・
確
認

調
査
・
発
掘
調
査

　

遺
跡
内
で
開
発
行
為
が
な
さ
れ

る
場
合
、
事
前
に
確
認
調
査
や
工

事
立
会
を
す
る
。
今
年
は
８
件
。

・
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

　

字
町
に
あ
る
土
蔵
な
ど
の
伝
統

的
建
造
物
に
つ
い
て
、
保
存
活
用

す
る
た
め
、
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
へ
の
選
定
を
目

指
し
て
い
る
。
審
議
会
と
説
明
会

を
開
催
し
た
。

２　

社
会
教
育
の
振
興
に
つ
い
て

　

生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
切
れ
目
の
な
い
学

習
機
会
を
提
供
し
、
社
会
教
育
活

動
の
環
境
の
充
実
を
図
る
。

・
家
庭
教
育
学
級

　

家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
、

特
に
父
親
の
子
育
て
へ
の
意
識
啓

発
と
参
加
を
積
極
的
に
進
め
る
。

幼
稚
園
・
保
育
所
で
開
催
。

・
少
年
教
育
（
野
外
活
動
体
験
）

　

自
然
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
自

主
性
や
協
調
性
な
ど
を
育
む
と
と

も
に
参
加
者
同
士
の
交
流
を
図
る
。

小
学
生
及
び
保
護
者
を
対
象
に
年

４
回
開
催
。

○
委
員
会
所
見

　

文
化
財
保
護
行
政
に
つ
い
て
、

標
識
を
設
置
し
文
化
財
の
所
在
を

明
示
し
、
保
護
意
識
の
高
揚
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
埋
蔵
文

化
財
、
特
に
県
内
第
３
位
の
規
模

で
あ
る
愛
宕
山
古
墳
の
環
境
整
備

を
行
い
、
散
策
路
等
遺
跡
公
園
と

し
て
保
存
す
べ
き
で
あ
る
。

　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選

定
に
つ
い
て
は
、
区
域
の
決
定
及

び
保
存
計
画
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
、
関
係
住
民
の
理
解
を
得

る
べ
く
事
務
を
進
め
て
い
る
が
、

建
物
や
工
作
物
の
外
観
を
変
更
す

る
場
合
に
は
規
制
を
受
け
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
慎
重
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

　

社
会
教
育
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
、
多

く
の
町
民
が
参
加
し
て
生
涯
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
対

象
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
学
習
機

会
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会



議 会 日 誌
2/ 3 宮城県議長会正副会長会議・理事会（仙台市）
2/ 4 宮城県南地域放射光施設誘致促進協議会設

立総会（丸森町）
2/ 5 宮城県後期高齢者医療広域連合会定例会

（仙台市）
2/ 6 宮城県都市計画審議会（仙台市）
2/10 村田小学校第6学年議会体験
2/12 仙南地域広域行政事務組合議会運営委員会・

全員協議会（大河原町）
2/14 宮城県議長会定期総会（仙台市）
2/18 第8回河川管理状況調査特別委員会
2/19 仙南･亘理地方町村議会議長会議（蔵王町）
2/20 仙南地域広域行政事務組合議会定例会

（大河原町）
2/21 仙南･亘理地方町村議会議員合同研修会

（仙台市）
2/26 みやぎ県南中核病院企業団議会運営委員会

（大河原町）
3/ 4 第１回村田町議会定例会本会議（１日目）
3/ 5 第１回村田町議会定例会本会議（２日目）・

予算審査特別委員会（１日目）
3/ 6 予算審査特別委員会（２日目）
3/ 7 予算審査特別委員会（３日目）
3/10 予算審査特別委員会（４日目）
3/11 予算審査特別委員会（５日目）・全員協議会・

議会運営委員会
3/12 予算審査特別委員会（６日目）

第１回村田町議会定例会本会議（３日目）
3/13 第１回村田町議会定例会本会議（４日目）
3/20 仙南議長会正副会長会議（大河原町）
3/25 宮城県議長会理事会（仙台市）
3/27 仙南地域広域行政事務組合議会臨時会

（大河原町）
4/ 7 議会広報編集審査特別委員会　

第１回全員協議会
4/15 議会広報編集審査特別委員会
4/18 議会広報編集審査特別委員会
4/23 仙南･亘理地方議会議長会議（大河原町）
4/24 産業建設教育常任委員会
4/28 総務民政常任委員会

発行・編集責任者
議　　長　斎藤万之亟
議会広報編集審査
特別委員会

委 員 長　太田　初美
副委員長　髙橋　　勝
委　　員　高橋　典久
委　　員　鈴木　保博
委　　員　遠藤　　実
委　　員　斎藤　道夫
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以
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ま
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た
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■
今
回
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で
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■
よ
く
昔
か
ら
、
大
雪
の
年
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作
に
な
る
と
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れ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
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の
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物

の
豊
作
を
祈
り
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い
も
の
で
す
。
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村田小学校第６学年議会体験：平成 26 年２月 10 日

昨年12月　和泉信雄様から議場へ絵画を寄贈いただきました
　善意のご寄贈　誠にありがとうございました

『長岡大花火』　岩村俊郎氏　作

心うきうき入園式（村田幼稚園）

議会事務局職員の異動
４月１日付けで職員の異動がありました。今後ともよろしくお願いいたします。

新　主　査 大坂　妙子 （企画財政課主査）

前　主　査 鈴木　香伊 （健康福祉課主査）

議会事務局職員の異動


